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第１ 基本計画策定の考え方 

 １ 基本計画策定の趣旨 

   三重県は、千キロメートル以上にも及ぶ海岸線を有し、静穏で遠浅の砂浜が広がる

伊勢湾、リアス海岸の志摩半島、黒潮の影響を強く受ける熊野灘、さらには宮川をは

じめとする大小の河川など、豊かな漁場に恵まれ、漁船漁業のほか、伝統的な海女漁

業や本県が技術発祥の地である真珠養殖業など、地域の特性を活かして古くから多種

多様な水産業が営まれてきました。 

また、本県の水産業は、豊かな海や河川の恵みを享受し、漁村地域の主幹産業とし

て、全国有数の生産量を誇っており、安全で安心な水産物の安定供給や、観光業など

の幅広い産業と密接に連携した地域経済の発展、漁村文化や漁村コミュニティの形成

などに大きく貢献してきました。 

しかしながら、水産資源の減少、漁場環境の悪化や漁業者の高齢化、気候変動等に

よる海洋環境の変化など、水産業や漁村を取り巻く情勢は厳しさを増しています。 

このような中、本県の水産政策を次のステージへとさらに発展させるため、水産業

者等、市町、県民の皆さんと一体となり、本県水産業及び漁村の振興に総合的、持続

的に取り組んでいけるよう、ＳＤＧｓや Society 5.0 などの新たな視点もふまえ、「三

重県水産業及び漁村の振興に関する条例」（令和２年 3 月 24 日三重県条例第４号、以

下「条例」という。）を制定しました。 

この「三重県水産業及び漁村の振興に関する基本計画」（以下「基本計画」という。）

は、「水産王国みえ」の復活とさらなる発展に向けて、水産業及び漁村の振興に関する

施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、基本的な方針や主要な目標、基本的施策

の実施に関し必要な事項等を定めるものです。 

 

 ２ 基本計画の位置付け 

   この基本計画は、条例第８条の規定に基づく基本計画として知事が定めるもので、

「水産王国みえ」の復活とさらなる発展に向け、本県水産業及び漁村の振興に関する

施策の基本となるものです。 

また、この基本計画における内水面漁業に関する事項については、「内水面漁業の振

興に関する法律」（平成 26 年法律第 103 号）第 10 条の規定に基づく、県計画に位置付

けるものです。 
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第２ 三重県の水産業及び漁村を取り巻く情勢 

１ 水産業を取り巻く情勢の変化 

〇国は、「漁業法等の一部を改正する等の法律（平成30年法律第95号）」（以下、「改正

漁業法」という。）に基づき、資源管理等の基本的制度を一体的に見直すとともに、

新たな「水産基本計画（令和４年３月閣議決定）」に基づき、海洋環境の変化もふま

えた資源管理の着実な実施、水産業の成長産業化、地域を支える漁村の活性化の推

進を施策の柱と位置付けました。 

〇国は、資源管理の高度化・安定化に向けて、「資源管理の推進のための新たなロード

マップ（令和６年３月策定）」に基づき、令和７年度までに全国の漁獲量ベースで８

割をＴＡＣ（漁獲可能量）により管理し、令和12年度までに養殖及び藻類を除いた

漁業生産量を444万トンまで回復させることとしています。また、ＩＵＵ漁業（違法・

無報告・無規制漁業）により採捕された水産物の流通防止に向けて、令和４年12月

に「水産特定水産動植物等の国内流通の適正化に関する法律（令和２年法律第79号）」

(以下「水産流通適正化法」という。）が施行されました。 

〇本県沿岸においては、平成29年８月から続く観測史上最長の黒潮大蛇行の影響等に

より、近年さらに高水温化が進んでいます（令和５年の英虞湾の平均水温は観測史

上最高の21.2℃）。黒潮流路の変化や高水温化の影響により、マイワシ、マサバ等の

三重県沿岸域への来遊量が減少し、令和４年における本県漁獲量は64,919トン（平

成30年の49％）まで減少しました。一方、カンパチやカタボシイワシ等の南方系魚

種の来遊量が増えています。 

〇養殖業についても、高水温化等によるアコヤガイやカキのへい死や生育不良から、

令和４年における生産量は、17,705トン（平成30年の75％）まで減少しました。本

県養殖生産量の多くを占める魚類養殖においては、この５年間の生産量はほぼ横ば

いで推移していますが、高水温化の影響により魚病被害額が増加しています（令和

４年度の被害額7.2億円、平成30年の約２倍）しています。  

〇伊勢湾における窒素やリン等の栄養塩類が長期的に減少し、黒ノリの色落ちや二枚

貝等の餌となるプランクトンの減少が深刻化しています。県では、３部（環境生活

部、農林水産部、県土整備部）連携の下、「化学的酸素要求量、窒素含有量及びりん

含有量に係る総量削減計画（第９次）（令和４年10月策定）」に基づき、県管理の流

域下水処理場（北部、南部、雲出川左岸、松阪、宮川）において栄養塩類の管理運

転を実施し、その効果検証を行っています。 

〇人口減少等に伴い、令和５年の本県の漁業就業者は4,217人（平成30年の69％）まで

減少しました。また、そのうち65歳以上の割合は45％と全国平均の39％を上回って

います。一方で、漁業における外国人労働者数（令和５年10月時点）は120人（平成

30年10月時点の約1.3倍）に増加し、令和５年度に水産現場において新たな作業に従
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事した障がい者は73人（平成30年度の約３倍）に増加しています。 

〇国際情勢や円安等の影響により原油価格、配合飼料価格は近年さらに高騰し、漁業

経営を大きく圧迫しています。令和６年３月時点において、原油価格（１リットル）

は79円（平成30年３月時点の約1.9倍）、配合飼料価格（１トン）は246,766円（平成

30年３月時点の約1.3倍）まで高騰しています。 

〇世界における１人１年当たりの食用魚介類の消費量は、コロナ禍終息後の経済回復

も相まって増加傾向にあります。とりわけ、元来魚食習慣のあるアジア地域では、

生活水準の向上に伴って新興国を中心に顕著な増加を示しており、令和３年のアジ

ア地域全体における１人１年当たりの食用魚介類の消費量は 24.2 ㎏（平成 13 年の

約 1.4 倍）となっています。 

〇国は、「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略（令和５年12月改訂）」に基づき、本

県においても生産が盛んなブリ、タイ、真珠等の輸出重点品目についてオールジャ

パンによる輸出促進に取り組んでいます。また、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出を受け

て、令和５年８月に中国が日本産水産物の輸入を全面的に停止したことをふまえ、

科学的根拠に基づかない措置の即時撤廃を働きかけるとともに、水産物の輸出先の

転換・多角化を進めることとしています。 

〇令和６年１月に発生した能登半島地震では、漁港施設に甚大な被害が生じ、本県に

おいても南海トラフ地震等の大規模地震の発生が危惧されています。また、近年、

大型化する台風や記録的な豪雨が発生するなど自然災害は激甚化・頻発化していま

す。 

〇鳥羽・志摩海域から熊野灘沿岸海域における藻場面積は、高水温化に伴い食害生物

が活性化したことによって令和３年度には955ha（平成22年度の19％）まで減少しま

した。それに伴い、令和４年におけるアワビの漁獲量が20トン（平成22年の27％)、

サザエの漁獲量が159トン（平成22年の29％）と、藻場に生息する磯根資源が大きく

減少しています。 

〇伊勢湾における干潟面積は、高度成長期以降、沿岸域の埋立てが進んだことにより

令和２年度には1,319ha（昭和20年度の45％）まで減少しました。干潟や浅場に生息

するアサリの漁獲量は、昭和57年の14,769トンをピークに、平成30年には過去最低

の８トンとなり、依然として資源量が十分に回復していない状況です（令和４年の

漁獲量は306トン）。 

〇国は、水産業の発展と漁村の活性化を図り、漁村の有する地域資源と既存の漁港施

設を最大限に活用した「海業」を推進するため、令和５年５月に「漁港及び漁場の

整備等に関する法律」の改正を行い（令和６年４月施行）、新たな海業の取組を全国

で概ね500件展開することを目標としています。 

〇内水面地域においては、人口減少・高齢化の影響から、遊漁者が減少傾向にある中、
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カワウや外来魚による食害対策、稚アユの放流、オンラインでの遊漁券販売システ

ムの導入等により、平成30年度の9,661人から令和２年度には10,212人に増加しま

したが、その後再び減少し、令和４年度には8,530人となりました。 

〇ＩＣＴブイやＳＮＳを活用した海況情報リアルタイム配信により、黒ノリ、真珠養

殖業等における生産性が向上しました。その他、藻場分布状況の調査や密漁対策に

ドローンが活用されるなど、水産業におけるスマート化が進んでいます。 

〇2050年カーボンニュートラルの実現に向け、近年、海藻等による二酸化炭素吸収効

果にも注目が集まっています。令和３年度には海洋における二酸化炭素吸収量を取

引する「Ｊブルークレジット制度」が創設され、本県においては藻場保全や藻類養

殖に係る取組３件についてクレジット認証がされています。 

〇令和７年には、本県の自然や食の魅力を発信する好機となる「第44回全国豊かな海

づくり大会」や大阪・関西万博が開催されます。 
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 ２ 本県水産業及び漁村の現状 

２－１ 漁業生産の現状 

（１）三重県の漁業生産の状況 

本県の海面における漁業生産

量及び産出額は、昭和 59年をピー

クに減少し、令和４年の生産量は

83 千トン、漁業産出額は 380 億円

と大幅に減少しました。 

漁業就業者数が昭和 58 年から

令和４年にかけて、毎年平均約

450 人のペースで減少し続ける

中、漁業産出額のうち海面養殖業

は平成 20 年頃からはほぼ横ばい

で推移しています。 

また、１人当たり漁業産出額

は、平成 20 年頃から増加傾向とな

っています。 

 

 

 

 

漁業産出額、漁業就業者数、1 人当たり産出額の推移（三重県） 

 S58 S63 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R4 

漁業産出額（億円） 1,224 925 1,006 780 592 504 462 446 380 

漁業就業者数（人） 22,255 19,809 17,005 14,300 12,261 9,947 7,791 6,108 4,595 

1 人当たり産出額（千円） 5,500 4,670 5,916 5,455 4,829 5,069 5,930 7,302 8,264 

（資料：漁業養殖業生産統計年報、漁業センサス） 

※R4 年就業者数は 2023 年漁業センサス速報値からの推計値 

 

  

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 
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（２）資源管理の現状 

資源管理は、水産資源を適切に管理しながら持続的に利用するための重要な取組です。 

令和２年 12 月に施行された改正漁業法において、資源管理はＴＡＣによる管理が基

本とされ、資源評価が不十分等の理由によりＴＡＣ管理できない魚種については、従来

から取り組まれている許可制度に基づく漁船の隻数やトン数の制限等の公的規制や漁業

者の自主的な管理を行うこととされています。 

広域回遊資源については、国がＴＡＣ管理を行っており、大臣許可漁業や都道府県に

漁獲量を割り当てています。本県のＴＡＣ対象種は、マイワシ、マアジ、サバ類（マサ

バ・ゴマサバ）、スルメイカ、サンマ、クロマグロの６魚種で（令和７年１月にカタクチ

イワシ、同年４月にブリが追加予定）、漁協や漁業者と調整しながら国から割り当てられ

たＴＡＣの範囲内での漁獲が行われていま

す。国は、令和７年度までに漁獲量ベース

で８割をＴＡＣ管理するとしており、今後

もＴＡＣ対象種の追加が見込まれていま

す。なお、マイワシとサバ類については、

令和３年以降、黒潮流路の変化により本県

沿岸への来遊が阻害されているため、本県

における漁獲量が激減しています。 

  一方、アワビやイセエビ等、本県の重要沿

岸資源については、県が資源評価を行ってお

り、令和元年に設立した三重県資源評価委員

会において、三重県水産研究所が取りまとめ

た資源管理関係データをもとに 28 魚種（令

和６年度追加の２魚種を含む）の資源評価を

行い、その結果については県ホームページで

の公開や漁業者へのフィードバックを行う

とともに、県が定めた「三重県資源管理方針」に反映しています。同方針の内容は、漁業

者自らが実施する資源管理の取組を定めた「資源管理協定」（県内の締結数 46）に取り入

れられ、方針に沿った自主的な資源管理が行われています。 

  しかしながら、近年の気候変動や長期にわたる黒潮大蛇行の影響により、広域回遊資

源であるマイワシやサバ類の本県沿岸への来遊量の減少やイセエビ、アワビ等の本県沿

岸域に生息する重要水産資源の多くが減少傾向にあるなど、本県の漁船漁業における漁

獲量は令和４年で 65 千トンと 10 年前の平成 24 年の 182 千トンのおよそ３分の１とな

っています。 

 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 
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また、国は漁業法の改正と合わせて、違法に採捕された水産動植物の流通を防止する

ため、水産流通適正化法を施行し、アワビ、ナマコを特定第一種水産動植物に指定し、

採捕業者、取扱業者に対して登録と取引情報の保存を義務づけました。県は、県内業者

の登録事務や監視業務を国に代わり行っています。なお、新たに、令和７年 12 月からウ

ナギ稚魚、令和８年４月から 30 ㎏以上のクロマグロが同法に基づく登録等の対象とな

る予定です。 

栽培漁業では、「三重県栽培漁業基本計画」に基づき、積極的な増殖対策が必要なマダ

イ、ヒラメ、トラフグ、カサゴ、クルマエビ、アワビの種苗生産及び放流が行われてい

ます。マダイやヒラメでは放流効果もあり、資源状況や漁獲量は安定して推移していま

す。 

近年、伊勢湾の重要水産資源であるアサリやハマグリ、磯根資源で海女の重要な漁獲

対象であるサザエについては資源量が大きく減少しており、新たな栽培漁業の対象種と

しての実用化に向け、種苗生産技術の開発に取り組んでいます。 

 

（３）漁船漁業の現状 

近年、大型定置漁業は安定した漁獲量で

推移していますが、イワシ類、サバ類、ア

ジ類等の多獲性浮魚類を主な漁獲対象と

するまき網漁業や船びき網漁業では、平成

10年以降に増加していた漁獲量が、令和３

年以降マイワシやサバ類の本県沿岸への

来遊が激減したことにより大きく減少し

ています。 

伊勢湾の底魚類やエビ・カニ類、貝類等

の定着性資源を主な漁獲対象とする小型

底びき網漁業や採貝漁業では、漁獲量は減

少傾向が継続しています。その要因とし

て、湾内の貧酸素水塊の拡大・長期化や利

用できる漁場の減少、幼稚仔の生育に適し

た藻場・干潟の減少等、海域の環境変化に

よるところが大きいと考えられています。 

 

 

 

 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報から算出） 
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伊勢湾のイカナゴについては、平成 28

年以降、漁業者間の協議により漁が行われ

ておらず、絶滅も危惧される状況です。ア

サリは平成 30 年に漁獲量が８トンと過去

最低となりましたが、一部の漁場では漁獲

量が回復し、令和４年には県全体で 306 ト

ンとなっています。 

また、海女漁業の重要な漁獲対象種であ

るアワビやサザエ等の磯根資源について

も、著しく減少しています。アワビでは、

昭和60年代に 450トン前後であった漁獲

量は、以降減少が続き、令和４年には 20

トンと過去最低となりました。サザエに

ついても平成 15 年から令和元年までは

500 トン前後の漁獲量で安定していまし

たが、令和２年以降に急激に減少し、令和

４年には 159 トンとなっています。気候

変動や長期化する黒潮大蛇行等で海水温

が高くなり、食害生物の活性化等により

藻場が減少していることが原因と考えら

れています。一方で、南方系の魚種である

カタボシイワシが新たに漁獲されたり、

カンパチの漁獲量が増加するなど、漁獲

される魚種の構成が変化しつつありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 

（資料：三重県ブリ定置統計） 
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（４）海面養殖業の現状 

伊勢湾及び鳥羽・志摩地域以南の内湾では、魚類、藻類、真珠、カキ類等の養殖業が

営まれています。本県の海面養殖全体では、令和４年の生産量は平成 30 年の 75％、産

出額は同 85％に減少しました。 

本県沿岸では、気候変動や黒潮の大蛇行等による高水温化等、海洋環境の変化が急速

に進んでおり、その影響によって養殖水産生物のへい死や生育不良による生産量の減少

が深刻化しています。 

 

【魚類】 

本県の魚類養殖の令和４年の生産量は平成 30 年の 102％、産出額は同 118％と増加し

ました。このうち、ブリ類の生産量は平成 24 年以降増加し、令和４年の生産量は平成

30 年の 106％、産出額は同 142％と増加しました。平成 24 年以降はクロマグロが加わ

り、魚類養殖における産出額の増加要因となっています。一方、最も経営体数の多い養

殖魚種であるマダイの令和４年の生産量は、経営体数の減少によって平成 30年の 96％、

産出額は同 83％に減少しました。また、魚類養殖全体の生産量・産出額は増加傾向にあ

りますが、近年、高水温化に伴う魚病被害の増加が大きな問題となっています。 

 

 

 

 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） （資料：漁業・養殖業生産統計年報） 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報，一部の年はブリのみ） （資料：漁業・養殖業生産統計年報） 
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【藻類】 

黒ノリの令和４年漁期の生産量は平成 30

年の 110％、産出額は同 176％と増加しまし

た。令和３年に伊勢湾の窒素等の栄養塩類濃

度の低下により深刻な色落ちが発生し、生産

量・産出額が大幅に落ち込みましたが、令和

４年以降は色落ち被害が軽減し、生産量の回

復と販売単価の上昇によって産出額が大幅に

回復したことが要因となっています。 

青ノリ（ヒトエグサ）の令和４年漁期の生

産量は平成 30 年の 90％、産出額は同 144％

となりました。生産量はほぼ横ばいですが、

近年、販売単価の上昇によって産出額が増加

したことが要因となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：魚病被害金額は水産用医薬品の使用状況、魚病被害の

発生状況等の調査を元に算出、年平均海水温は英虞湾のもの） 

（資料：公共用水域水質調査結果を元に算出） 

（資料：団体調べ） 

（資料：団体調べ） 
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【真珠】 

令和４年の生産量は平成 30 年の 51％、産

出額は同 81％に減少しました。令和元年以降

アコヤガイが大量へい死し、生産量・産出額

が大幅に落ち込んだことが要因となっていま

すが、令和４年以降は適正な飼育管理により

へい死率が低く抑えられており、経営体数の

減少によって生産量は横ばいであるものの、

販売単価の上昇によって産出額は回復傾向に

あります。 

 

 

 

【カキ類】 

令和４年のカキ類（マガキ、イワガキ）の

生産量は平成 30 年の 56％、産出額は同 43％

に減少しました。令和元年以降のマガキの大

量へい死が要因となっており、原因究明と効

果的なへい死対策が喫緊の課題となってい

ます。 

  

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 
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２－２ 漁業経営の現状 

（１）漁業の担い手の確保及び育成 

本県の海面における漁業経営体

数、漁業就業者数は、ともに減少の一

途をたどっており、昭和 58 年の

10,012 経営体、22,255 人から、令和

５年には 2,286 経営体、4,217 人とな

りました。このままの減少傾向が続

くと仮定すると、令和 15 年には漁業

経営体数が約 1,200 経営体に、漁業

就業者数が約 2,000 人に減少すると

見込まれています。 

過去10年間（平成26～令和５年度）

の新規漁業就業者数は年間平均 48 人

で、うち過半数を非漁家や県外からの

就業者が占めています。また、法人が

営む定置漁業や魚類養殖等では、毎年

安定して新規雇用が行われるなど、法

人での雇用が増加傾向にあり、海女漁

業を除いた令和５年度の新規漁業就

業者数のうち、72％を法人の雇用が占

めています。 

 

 

 

 

 

（２）漁業経営の安定化 

主として漁船漁業を営む個人経営

体の漁労所得の全国平均は、284 万円

（令和４年農林水産省調べ）となり、

平成 30 年から増加しました。 

しかし、海洋環境の変化に伴う水産

資源の減少、養殖水産物のへい死や

生育不良等により漁業収入が伸び悩 （資料：農林水産省「漁業経営調査報告｣ ） 

（資料：三重県調べ） 
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（資料：漁業センサス 、予測値は三重県作成） 
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む一方で、燃油、資材、配合飼料等に

係る支出は高止まりしており、本県

における漁業経営は極めて厳しい状

況です。 

さらに、本県の漁業経営体のうち

96％が個人経営体、64％が販売金額

が 500 万円未満の経営体であるな

ど、零細な経営体が大半を占めてい

ます。 

中でも、本県の海面養殖業の経営

規模は他県と比べて小さく、１経営

体当たりの生産量は、マダイ養殖（令

和５年 47 トン）では熊本県の 18％、

真珠養殖（同 14.0kg）では長崎県の

15％、のり類養殖（同 30 トン）では、

兵庫県の 12％であり、本県の小規模

な経営体は、大規模な他県の経営体

に比べ、コスト面等で不利な状況に

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （資料：漁業・養殖業生産統計年報、漁業センサス） 
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(３)漁協経営の基盤強化 

漁協は、漁業者の協同組織として、

地域の水産業振興や活性化の中核的

な役割を果たしています。また、海浜

清掃等の環境保全や海難救助、魚食

普及等、漁村地域において様々な役

割も担っています。 

漁協経営は、平成２年度頃から、漁

業者や漁業生産量の減少を背景とし

た購買、販売事業の収益減少により、

事業利益が減少し、悪化する傾向と

なっています。 

県内の漁協は、経営基盤の強化を

図るため、合併が進められ、平成９年

度末に 109 漁協であった沿海漁協数

は、令和５年度末には 11 漁協に再編

が進みました。 

合併漁協は事業の効率化による管

理費の削減や直販事業等の新たな取

組による収益の増大等に取り組み、

事業利益を黒字化するなど、経営改

善に一定の成果を上げています。県

内漁協の事業利益合計についても、

合併漁協の黒字転換により、平成 20

年度頃から改善が見られています。 

しかし、多くの小規模漁協では、

運営の合理化や新たな取組の展開が

進まず、依然として、事業利益がマ

イナスとなっています。 

（資料：いずれも三重県調べ） 



15 

 

真珠養殖漁協については、平成 15 年度

に、五ヶ所、阿児町、波切、布施田、和具、

御座の６漁協が合併し、三重県真珠養殖漁

協が発足するなど再編が進んだことから、

平成元年度末に 20 であった漁協数は、令

和５年度末には６漁協となっています。 

平成 13 年度には、13 漁協中、事業利益

がマイナスの真珠養殖漁協が９漁協と過

半数を占めたものの、合併に伴う管理費の

削減や販売取扱高の増加などにより、平成

25 年度以降、県内真珠養殖漁協の事業利益

の合計がプラスに転換しました（令和元年

度を除く）。 

 

  

（資料：いずれも三重県調べ） 
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（４）水産物流通の現状 

①国内流通について 

令和２年度の全国における水産物

の消費地卸売市場経由率は、約 46％

と、平成 10 年度と比較して約 25％低

下するなど、消費地卸売市場を経由

した水産物の取引は減少傾向にあり

ます。一方、市場外流通が増加すると

ともに、その流通形態についても、小

売・外食業者等と産地出荷業者との

消費地卸売市場を介さない産地直

送、漁業者と加工・小売・外食業者と

の直接取引、インターネットを活用

した消費者への直販等、多様化してい

ます。県内においても、水揚げされた

水産物が、県内主要地方卸売市場（北

勢、三重県、伊勢志摩総合）、県外中央

卸売市場（東京都（豊洲）、名古屋市、

大阪府等）を経由するほか、市場外流

通が増加するなど流通形態が多様化

しています。 

しかしながら、卸売市場が果たす集

荷・分荷、価格形成、代金決済等の調

整機能は水産物を効率的に流通させ

るうえで重要な役割を担っていることから、引き続き、水産物流通の核として堅持され

るものと見込まれ、事実、県内外の主要市場を経て流通する県産水産物の割合は、近年

も横ばいで推移しています。こうした中、令和２年に施行された卸売市場法の一部改正

により、中央卸売市場及び地方卸売市場における規制が緩和され、卸売業者による市場

外の小売業者への販売や、仲買業者による産地からの直接仕入れなどが可能となりまし

た。これらの結果、流通コストの削減やスピードアップが図られ、漁業者の所得の向上

や消費者のニーズにあった水産物の供給につながることが期待されています。 

  

（資料：水産庁「令和５年度水産白書」） 

水産物の消費地卸売市場経由量と経由率の推移 

※東京、名古屋、大阪の中央卸売市場及び県内主要地方卸売市場

における三重県産水産物の取扱量の合計を、県内の漁業生産量で

除して計上した。 

（資料：各市場ホームページ、漁業・養殖生産統計年報）） 

主要市場を経て流通する三重県産水産物の割合 

（生産量ベース） 
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②輸出について 

世界の水産物市場は、アジアを中心に

拡大しており、我が国全体の輸出量は、

おおむね増加傾向で推移してきました

が、令和５年においては、ＡＬＰＳ処理

水の海洋放出開始以降の中国による日

本産水産物の輸入停止等の影響により

前年から 25％減となりました。 

我が国の現在の主な輸出相手国・地域

は、香港、米国、中国であり、この３か国で輸出金額の約６割を占めていますが、中国

への輸出額は、令和５年の輸入規制により大きく減少しました。品目別ではホタテガイ、

真珠、ブリ、カツオ・マグロ類と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  国は、令和２年にマーケットインで輸出に取り組む体制を整備するための「農林水産

物・食品の輸出拡大実行戦略」を策定しました。この戦略に基づく施策の一環である「農

林水産物・食品輸出プロジェクト（ＧＦＰ）」により、輸出事業に係るスタートアップ支

援やビジネスマッチングなど事業者のレベルに応じた様々なサポート体制を強化するこ

ととしており、本県においても、ＧＦＰの一環として、「三重県養殖魚輸出産地協議会」

が輸出に向けた生産基盤強化に取り組んでいるところです。 

  県としては、平成 26 年度に設立した「三重県農林水産物・食品輸出協議会水産部会」

において、アジア諸国を中心に、現地アドバイザーの設置や商談会の開催等、県産水産

物の輸出促進に取り組んでいるところであり、シンガポールやマレーシアへのカキ、冷

凍イセエビ等、事業者の販路拡大が進んでいます。 

また、ＥＵ向けの輸出については、「対ＥＵ輸出水産食品の取扱要領」に基づき、Ｅ

日本からの水産物輸出量・輸出金額 

（資料：水産庁「令和５年度水産白書」） 

（資料：水産庁「令和５年度水産白書」） 

我が国の水産物輸出相手国・地域 我が国の水産物輸出品目内訳 
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Ｕ向けに輸出する水産物を漁獲する県内の遠洋かつお・まぐろ漁船等 10 隻が認定され

ており、海外の基地港で水揚げされた冷凍マグロ等がＥＵ向けに輸出されています。ま

た、養殖場では、クロマグロ養殖を行う１養殖場がＥＵ向け養殖場として登録されてい

ます。 

③市場価格の現状について 

１）魚価動向について 

平成 27 年以降、食料品の消費

者物価指数が上昇しています。と

りわけ、令和４年以降生鮮魚介類

の同指数は大幅に上昇しており、

令和５年の同指数は前年より 9％

上昇しました。これは、新型コロ

ナウイルス感染症拡大による世

界的な経済活動の停滞からの回

復、急速な円安等による水産物の

輸入価格の上昇、国内生産の減少

等の影響によるとものと考えら

れます。こうした中、県産水産物

の平均単価の推移も、同様の傾向

を示しています。 

また、魚価は、漁模様や国内外

の需要動向等、さまざまな要因の

影響を複合的に受けて変動しま

す。中でも、海洋環境の変化に伴

う水産資源の減少、ロシア・ウクライナや中東情勢の影響による燃油価格の高騰、アジ

アにおける養殖生産量の増加等の影響による養殖用配合飼料の原料の高騰は、生産原価

上昇の大きな要因であり、今後の魚価動向に影響する可能性があります。 

 

２）水産物消費について 

近年、国内における魚介類の１人当たりの年間消費量が減少を続ける中、ライフスタ

イルの変化に伴い、消費される生鮮魚介類の種類も変化しており、近年は、切り身等の

調理が簡便な状態で売られることが多い、サケ、マグロ、ブリ等の購入量が多くなって

います。 

平成 27 年以降、食料品全体の価格が上昇する中、生鮮魚介類の価格は大きく上昇し

ています。購入量については、価格上昇に伴い減少傾向が見られますが、令和２年には

（資料：水産庁「令和５年水産白書」） 

食料品の消費者物価指数の推移 

（資料：市場ホームページ） 
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新型コロナウイルス感染症拡大の影

響で、内食の機会が増加したことに

より、一時的に増加が見られました。

また、直近 10 年間を見ると、生鮮魚

介類の１世帯当たり年間支出金額は

概ね横ばい傾向を示しており、消費

者の購買意欲自体が衰退しているわ

けではないとも考えられます。なお、

県内においても全国と同様に生鮮魚

介類の１世帯当たり年間支出金額

は、概ね横ばい傾向を示しています。 

こうした中、県としては、大規模消費地である首都圏や関西圏の量販店等において、

県産水産物の魅力を消費者に発信するとともに、県内における魚食普及に係る取組を支

援しています。 

  

（資料：水産庁「令和５年水産白書」） 

生鮮魚介類の１世帯当たり年間支出金額・購入量の推移 
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２－３ 水産基盤整備及び漁村の現状 

（１）水産基盤の整備について 

県内には 72 の漁港があり、その背後には

漁村集落が形成され、これらの漁港及び漁村

は、水産物の安定供給を支える場であるばか

りではなく、生活の場、さらには、海洋レク

リエーションや豊かな自然にふれあう場な

どとして、重要な役割を担っています。また、

産地市場を有する漁港では、多くの市場関係

者が就労するほか、水産物流通の拠点として

重要な役割を担っています。 

近年、大型化する台風や記録的な豪雨が発

生するなど自然災害は激甚化・頻発化してい

ます。また、南海トラフ地震などの大規模地

震発生の緊迫度がより高まっている状況か

ら、漁港及び漁村における事前防災及び減災

の取組を進めることが求められています。 

しかしながら、防波堤や係留岸壁などの漁

港施設や、昭和 34 年の伊勢湾台風直後に多く

築造された堤防などの漁港海岸保全施設は老

朽化が進む一方で、耐震・対津波対策などの事

前防災が進んでいないため、沿岸部に位置する漁港及び漁村では、甚大な被害が生じ、水

産業を主とする地域経済に大きな影響を与えるおそれがあります。 

 

（２）藻場・干潟の減少 

藻場は、多くの生物の産卵・成育の場として

“海の森”とも呼ばれる役割を果たすととも

に、水中の二酸化炭素を吸収して酸素を供給

する機能や、海水を浄化する役割も担ってい

ます。 

しかし、高度成長期以降、県全体の藻場面積

は減少しています。平成 21･22 年度と比較し、

令和３･４年度には、伊勢湾沿岸のアマモ場は

微増しましたが、熊野灘沿岸のサガラメやカ

ジメ等を中心とした藻場は 19％にまで大幅に

令和５年度

天然の藻場の面積推移（ha） 
（資料：三重県水産基盤整備課調査結果） 
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減少しました。熊野灘沿岸における藻場の減少要因は、平成 29 年８月から続く黒潮大蛇行

による沿岸域の高水温化に伴うアイゴやブダイといった魚類による食害の影響が大きいと

考えられます。 

干潟・浅場は、アサリ等の重要水産資源

を含む多くの生物の生息場所であるとと

もに、魚類、エビ・カニ類をはじめ多様な

生物の産卵場や幼稚仔の保育場となって

います。また、干潟・浅場では貝類、ゴカ

イ類等による有機懸濁物の濾過など、海

水の浄化が行われるとともに、陸域から

流入する栄養塩類濃度の急激な変動を抑

える緩衝地帯としても重要な役割を担っ

ています。 

しかし、高度成長期以降、沿岸域の埋立て等により、伊勢湾の干潟面積は、昭和 20 年度

（2,939ha）と比較して、昭和 53 年度（1,153ha）には 39％、令和２年度には 45％（1,319ha）

と大幅に減少しています。 

 

（３）活力ある漁村づくりについて 

水産業及び漁村は、安全で安心な水産物を安定的に供給するとともに水域環境の保全、

海洋レクリエーション等による交流の場の提供、漁村独自の「食」や「祭り」等、地域文

化の継承において重要な役割を担ってきました。 

2023 年漁業センサスによると、県内 129 漁業地区のうち、漁協が関係する活動ではゴミ

清掃活動に 88 地区が、各種イベントの開催に９地区が、祭り・文化・芸能の保存に 14 地

区が取り組んでいます。また、漁業体験を行った地区数は６地区、魚食普及活動を行った

地区数は８地区、水産物直販所がある地区数は８地区（８施設）など、漁村では漁業を中

心にさまざまな取組が進められています。 

「三重県南部地域振興プラン」では、水産業を基幹産業とする県南部地域（伊勢市以南）

における過疎化は今後も進行し、県南部地域の人口は 2020 年（令和２年）の 30 万人から

2045 年（令和 27 年）の 20 万人へ減少し、人口減少率は 2015 年から 2020 年の 6.9％に対

し、2040 年から 2045 年では 8.6％まで上昇すると推定されています。 

また、県内の漁業就業者の高齢化率が 45％(2023 年漁業センサス）と、全国平均の 39％

を大きく上回るなど、漁村を取り巻く情勢が厳しさを増す中、造船所が漁村地域から無く

なるなど、これまで水産業を支え、ともに発展してきた関連産業にも影響が出てきており、

漁村コミュニティの維持が困難になっていくことが懸念されています。 

このような中、国の「水産基本計画」（令和４年３月閣議決定）では、地域ごとの漁業所

伊勢湾の干潟の面積推移（ha） 
（資料：環境省による調査結果） 
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得向上を目標とする「浜の活力再生プラン」（県内 16 計画）や「浜の活力再生広域プラン」

（県内６計画）において、「海業」や「渚泊」による漁業外所得確保の取組の促進や漁業以

外も含めた活躍の場の提供等による地域の将来を支える人材の定着と漁村の活性化につい

ても推進を図ることとされました。 

また、国は、海業の推進に向けて、「漁港及び漁場の整備等に関する法律」の改正を行う

とともに（令和６年４月施行）、新たな海業の取組を全国で概ね 500 件展開することを目

標とし、「海業の推進に取り組む地区」として本県４地区（明和町下御糸、鳥羽市小浜、尾

鷲市須賀利、熊野市二木島）を含む全国 54 地区を選定しました。 

 

（４）内水面漁業・養殖業の現状 

木曽三川における小型底びき網

（貝桁網）漁業によるシジミの漁獲

量が本県内水面漁業全体の約 95％

を占めていますが、減少傾向にあり

ます。 

また、県内 14 河川には、第五種共

同漁業権が設定され、釣り等により

アユやアマゴ等が採捕されていま

すが、カワウや外来魚による食害や

河川環境の悪化等による水産資源

の減少により、組合員数や遊漁料収

入は減少しています。 

特に、カワウについては、県内の

生息数は平成 20 年度の約 8,600 羽

から令和４年度の約 2,600 羽に、食

害による被害金額は平成 21 年度の

約 9,600 万円から令和４年度の約

4,200 万円と、いずれも減少傾向に

はあるものの、依然として内水面地

域の水産資源に大きな被害を与え

ています。 

 

 

 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 

（資料：三重県調べ） 

（資料：三重県調べ） 
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ウナギ養殖業については、平成 13

年以降、生産量が 200～400 トン（令

和４年度は 272 トン）で推移してい

ますが、稚魚や飼料価格の高騰によ

り厳しい経営状況が続いています。 

また、絶滅が危惧されるなど、国際

的にもウナギの資源管理が求められ

ていることから、平成 27 年６月から

ウナギ養殖業が「内水面漁業の振興

に関する法律」に基づく農林水産大

臣の指定漁業となり、稚魚の池入れ

数が制限されています。 

  

（資料：三重県調べ） 

（資料：漁業・養殖業生産統計年報） 
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第３ 基本的な方針及び主要な目標 

 

三重県水産業及び漁村の振興に関する条例 

（基本理念） 

第三条 水産業及び漁村の振興は、将来にわたって水産業が安定的に継続され、県民が

豊かな県産水産物のすばらしさを実感していることが重要であることに鑑み、次に掲げる

事項が推進されることを基本としなければならない。 

一 将来にわたって漁業が継続的に行われ、漁業者が一定以上の所得を確保しているよ

う、水域環境の保全を図りながら、水産資源の適切な保存及び管理によりその維持及

び増大を図るとともに、競争力のある養殖業が確立されること。 

二 様々な世代の漁業者が生き生きと働き、次の世代に継承できる魅力ある水産業及び

漁村が確立しているよう、多様で意欲のある若者が漁業に就業し、及び漁業技術が伝

承されるとともに、漁業者自らが高い付加価値を創出すること等により水産業者等の経

営力が強化されること。 

三 災害に強く生産性が高い水産業及び安心で快適な漁村が構築されているよう、漁村

地域の防災及び減災対策、水産業の持続的な発展に資する基盤整備並びに活力ある

漁村づくりが行われること。 

 

１ 基本的な方針 

条例第３条で定める基本理念にのっとり、将来にわたって、水産業が安定的に継承

され、県民の皆さんが本県の豊かな海・水産物のすばらしさを実感できるよう以下の

とおり基本的な方針を定めます。 

 

（１）水産資源の維持及び増大と競争力のある養殖業の構築 

水産資源の維持及び増大に向けて、黒潮大蛇行に伴う高水温化等の海洋環境の変

化をふまえ、資源管理対象種の選定や資源評価の精度向上、新たな栽培漁業対象種

の拡充、密漁の根絶等に取り組むとともに、競争力のある養殖業の構築に向けて、

精度の高い海況情報の発信による適正な養殖管理の推進、海洋環境の変化に対応し

た養殖品種や養殖技術の開発、普及を進めます。 

また、「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向け、県流域下水処理場において栄養塩

類管理運転を実施し、効果検証に取り組むとともに、その結果をふまえ、伊勢湾の

持続的な生物生産に必要な対応策を検討・推進します。 

 

（２）多様な担い手の確保及び育成と経営力の強化 

多様な担い手の確保及び育成に向けて、「みえ漁師 Seeds」による情報発信、漁師
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塾や真珠塾の活用等による新規就業者の確保、定着を支援するとともに、外国人、

高齢者、女性、障がい者等多様な担い手が活躍できる環境づくりを進めます。 

安定した経営体の育成に向けて、協業化・法人化・複合経営化、異業種との連携、

省力化・効率化に必要な技術や機器等の導入を支援するとともに、水産業協同組合

の経営基盤強化を促進します。 

県産水産物の競争力の強化に向けては、流通関係事業者等との連携、国内外への

販路拡大や輸出先の多角化等を進めます。 

 

（３）災害に強く生産性が高い水産基盤の整備と活力ある漁村の構築 

水産業の基盤の整備に向けて、南海トラフ地震等の発生リスクや自然災害の激甚

化・頻発化をふまえ、漁港施設及び海岸保全施設の防災・減災や長寿命化対策等を

推進するとともに、水産動植物の生育環境の保全、改善及び創造に向けて、藻場・

干潟等の造成や食害対策等による藻場の保全に取り組みます。 

活力ある漁村の構築に向けて、海や漁村に関する地域資源を活かした「海業」を

通じた交流人口の増加による漁村コミュニティの維持発展に取り組む漁業者への

支援等に取り組みます。 

内水面地域の活性化のため、カワウや外来魚による食害対策、稚アユ等の放流に

よる漁業権対象魚種の増殖など遊漁者増加に向けた取組を促進します。 

 

２ 主要な目標 

次世代を担う漁業者が、現在の厳しい状況を乗り越えた先の将来に希望を持てる

よう、持続的な水産業を確立することが重要であることから、現在の海面漁業（養殖

業を含む）の産出額を維持、増加させることを目標とします。 

目標項目 現状値（令和５年度） 目標値（令和 1６年度） 

漁業産出額 
 

380 億円（令和４年） 
 

386 億円（令和 15 年） 

本県の海面漁業（養殖業を含む）産出額について、漁村地域の人口減少・高齢

化に伴う経営体数の減少を見込みつつも、資源管理による漁獲量の増加及び養殖

業の生産性向上を図ることにより、現状の 380 億円（令和４年）から 386 億円

（令和 15 年）に増加させることをめざし、目標値を設定しました。 

 

３ 基本計画の期間 

令和７年度から令和 16 年度までの 10 か年計画とし、水産業及び漁村をめぐる情勢

の変化を勘案し、効果的かつ効率的な施策の展開ができるよう、おおむね５年ごとに

見直します。 
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第４ 基本的施策 

１ 基本的な施策の展開方向 

１－１ 水産資源の維持及び増大と競争力のある養殖業の構築 

 
（取組目標） 

沿岸水産資源の資源評価対象種の漁獲量 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

2,563 トン（令和４年） 3,070 トン（令和 15 年） 

沿岸水産資源を適切に管理するためには、科学的知見をふまえた資源評価に基づく資

源管理に取り組むことが重要であることから選定しました。令和５年度までに実施した

沿岸水産資源 26 種について、資源管理に取り組み、漁獲量を回復させることで、資源

評価対象種の漁獲量を現状値から 507 トン（約 20%）増加させ、3,070 トンとすること

をめざし、目標値を設定しました。 

 

【資源管理関係】 

広域回遊資源については、国の資源評価対象種やＴＡＣ対象種の拡大、個別割当（ＩＱ）

制度の導入が進められていることから、資源管理に必要な水揚げ情報等の収集体制の強化

が必要です。 

また、国の資源管理の強化により、ＴＡＣの減少やＩＱ制度の導入も想定されることか

ら漁業者の一時的な減収対策が必要です。 

沿岸水産資源については、漁獲量や漁獲努力量の適正な管理に向け、資源評価の精度を

向上し、資源量や漁獲の影響を把握するとともに、各地域で取り組まれている資源管理協

定において定められた資源管理方策の適切な履行につなげることが必要です。 

一方で近年、本県沿岸では、長期化する黒潮大蛇行に伴う高水温化をはじめとする海洋

環境の変化により、漁獲される魚種も変化しつつあることから、それらに対応した資源管

理体制を構築する必要があります。 

令和４年 12 月に施行された水産流通適正化法の対象となる魚種の追加が今後も予定さ

れていることから、円滑な運用に向けて関係事業者等へ十分な周知を行う必要があります。 

漁業秩序を維持し、密漁防止を図るため、効果的な取締活動を実施するとともに、遊漁

者等に対して漁業制度の普及啓発やルールの周知を進める必要があります。 

 

（展開方向） 

・広域回遊資源については、ＴＡＣ対象種の漁獲量の適切な管理に取組むとともに、漁獲

量や漁獲努力量、漁獲物の体長等の資源評価に必要なデータを収集し、国に提供するこ

１－１－１ 水産資源の維持及び増大 
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とで、国が行う資源評価に協力していきます。 

・令和７年１月からＴＡＣ対象種となったカタクチイワシ太平洋系群については、国によ

り資源管理され、ＴＡＣの割当が行われます。一方で、伊勢湾のカタクチイワシについ

ては、太平洋系群と異なる変動を示すことなどから、独立した系群として資源評価すべ

きと考えられます。今後は三重県資源評価委員会での資源評価の結果をもとに適切なＴ

ＡＣの割当が行われるよう、国に働きかけていきます。 

・沿岸水産資源については、三重県資源評価委員会において、継続的な調査による資源の

現況把握と科学的知見をふまえた評価を実施します。また、評価結果を漁業者に提供し、

漁業者の自主的な資源管理措置を定めた資源管理協定の実効性向上につなげます。 

・気候変動や黒潮大蛇行に伴う高水温化などの海洋環境の変化により、本県沿岸で漁獲さ

れる魚種に変化が見られることから、三重県資源評価委員会において、適宜、評価対象

種の追加、変更を検討し、環境変化に対応した資源管理に取り組みます。 

・漁業者が安心して資源管理に取り組めるよう、資源管理による減収等を補てんする漁業

経営安定対策の活用を促進します。 

・本県漁業者と隣県漁業者との操業の調整に資するため、「漁業に関する協定」等に基づく

漁業者間による協議結果の遵守徹底を指導し、トラブル等の防止を推進します。 

・漁業者と遊漁者による協議や遊漁者へのルール等の周知を推進し、海面利用に関する漁

業と遊漁との秩序の形成を図ります。 

・水産流通適正化法に基づき、特定第一種水産動植物の対象として追加されるウナギ稚魚

（令和７年 12 月）、特別管理特定水産資源の対象として追加されるクロマグロ大型魚（令

和８年４月）について、円滑な導入に向けて関係者への説明会等を開催します。 

・漁協、海上保安部、警察、市町等の関連機関とも連携し、地域全体の取組として監視・

取締りを強化し、密漁の防止を図ります。 

・漁業取締船による監視やパトロール、中型まき網漁業の網船の船舶自動識別装置（ＡＩ

Ｓ）の情報を用いた操業区域の監視を行うことで、密漁防止や漁業秩序の維持に努めま

す。また、漁協や漁業者による密漁監視の取組についても、密漁防止看板の設置や監視

に用いるドローンの購入などに対して支援を行うことで、二枚貝をはじめとする沿岸資

源の保護につなげていきます。 

 

【栽培漁業関係】 

新たな栽培漁業対象種として、資源状況が悪化しているアサリ、ハマグリ、サザエにつ

いて、種苗生産技術や放流手法の技術開発に取り組む必要があります。 

また、藻場の減少が進行していることから、藻場再生のための移植用藻類の種苗生産や

移植手法の開発にも取り組む必要があります。 

カサゴやクルマエビなど放流効果の評価が十分ではない魚種もあることから、放流効果



28 

 

の検証をさらに進めることが必要です。 

栽培漁業センター及び尾鷲栽培漁業センターでは施設の老朽化にともない、種苗生産能

力の低下が危惧されており、計画的に修繕等の対策を講じることが必要です。 

 

（展開方向） 

・令和５年度に設置した、漁業団体、市町、学識経験者等を構成員とする「三重県栽培漁

業協議会」において、種苗生産数、放流数、魚種ごとの技術開発段階の目標などを定め

た「三重県栽培漁業基本計画」の進捗管理や栽培漁業の円滑な実施を図ります。 

・新たな栽培漁業対象種として、伊勢湾の重要水産資源であるアサリ、ハマグリ、藻場の

減少により漁獲量が減少しているサザエの種苗生産技術開発に取り組みます。また、藻

場回復に向けた海藻のサガラメ種苗生産にも取り組みます。 

・栽培漁業対象種の放流効果を把握するために、調査手法の検討や調査実施の体制強化に

取り組みます。 

・三重県栽培漁業基本計画の内容をふまえ、栽培漁業センター及び尾鷲栽培漁業センター

の適切な運用に向けて必要な機器、施設の整備や更新を行い、種苗生産能力の維持向上

に努めます。 

 

【研究関係】 

資源評価にあたっては、気象や黒潮流路の変動による海洋環境の変化が資源や来遊（漁

場形成）に与える影響を推定することが必要です。 

特に、県が独自に行う沿岸資源の資源評価については、正確な評価を行うために必要な

対象資源の漁業や生態に関する情報が重要なため、詳細な漁獲状況の収集システムの構築

と生態調査の充実による資源評価の精度向上が必要です。 

 

（展開方向） 

・沿岸資源については、大学や国と連携し、県内全域にわたる詳細な漁獲情報の収集体制

の構築、漁船からの漁獲・環境情報のリアルタイム収集技術の開発、重点的な生物調査

等を実施し、得られたデータを適切に解析して精度の高い資源評価を行うことで、資源

の現状や将来予測を漁業者等に提示し、資源管理の取組を促進します。 

・県調査船による海洋観測に加え、ＩＣＴブイや漁船等の民間船からの水温等の情報を活

用した精度の高い海況情報を迅速に漁業者等に発信するとともに、海洋環境が資源の動

向や来遊に与える影響を解析し、資源評価の精度向上を図ります。 

・気候変動や黒潮大蛇行に伴う高水温化等の海洋環境の変化により、本県沿岸で漁獲され

る魚種に変化が見られることから、三重県資源評価委員会において評価対象種の追加、

変更を検討するために必要なデータ収集や資源評価を実施します。 
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トピック掲載予定 
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（取組目標） 

海面養殖業の１経営体当たりの産出額の増加率 

（現状値を 100％とした場合の増加率） 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

100％ 133％（令和 15 年） 

競争力のある養殖業の構築に向け、海洋環境の変化に適応した養殖品種や養殖技術の

現場実装、養殖水産物のブランド化等を進めることで、１経営体当たりの産出額を増加

させる必要があることから選定しました。本県養殖産出額の現状値（令和４年 176 億

円）を維持するため、１経営体当たりの産出額を 33％増加させることをめざし、目標

値を設定しました。 

 

 本県沿岸では海洋環境の変化が急速に進んでおり、養殖水産物のへい死や生育不良によ

る生産量の減少が深刻化しています。このような中、県は、市町や漁業関係者等と連携し

て、ＩＣＴブイやＳＮＳを活用した水温や植物プランクトン量等の海洋環境情報のリアル

タイム配信に取り組み、生産量の回復や安定化に努めてきました。競争力のある養殖業の

構築に向け、引き続き、海洋環境情報の迅速な提供に取り組むとともに、海洋環境の変化

に対応した養殖技術や品種の開発・普及等を総合的に進め、生産量の回復・安定化を図る

必要があります。 

 また、本県養殖業の１経営体当たりの生産量は、大規模生産県の４分の１未満と少なく、

経営規模は大半が零細であり、大規模生産県と比べてコスト面での競争力が不利な状況に

あります。加えて、飼料費や人件費等の高騰により、養殖経営は厳しさを増していること

から、海洋環境の変化への適応を進めるとともに、生産コストの削減にも取り組む必要が

あります。 

一方で、コロナ禍で流通や消費が停滞する中でも「伊勢まだい」が堅調な売れ行きを見

せ、アサクサノリが高単価で取引されるなど、ブランド養殖水産物の強みが発揮されてい

ることから、収益性の向上のため、新たなブランド開発や販路拡大に取り組むことも必要

です。 

 

（展開方向） 

＜全体的取組＞ 

・ＩＣＴブイやＳＮＳを活用した水温等のリアルタイム配信や海洋環境情報の予測技術

の開発・普及に取り組み、適切な養殖管理による生産量の回復・安定化を図ります。 

 

１－１－２ 競争力のある養殖業の構築 
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・有害赤潮による被害の軽減に向け、赤潮プランクトンの調査を実施し、迅速な情報提供

に努めます。 

・高水温等に強く病気になりにくい品種の作出や、養殖期間が短く、生産効率に優れた品

種の開発と普及に取り組みます。 

・生産コスト削減のため、飼料費や人件費等の削減につながる養殖技術の開発と普及に

取り組みます。 

・収益性向上のため、養殖水産物の新たなブランドの開発や販路拡大を推進します。 

・養殖環境を人為的に制御できることから高水温化等に対して有効な陸上養殖について、

地域の意向をふまえたうえで推進します。 

・「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向けて、３部（環境生活部、県土整備部、農林水産

部）連携の下、流域下水処理場において、栄養塩類管理運転を行い、その効果検証に取

り組みます。また、効果検証の結果をふまえ、伊勢湾の持続的な生物生産に必要な対応

策を検討・推進します。 

＜魚類養殖における取組＞ 

・海洋環境の変化に適応するため、養殖に適した、水温の低い漁場等を探索し、その利用

を推進します。 

・魚病による被害軽減のため、免疫機能を強化する飼料等、疾病の防除技術の開発と普及

に取り組むとともに、魚病診断や養殖業者に対する投薬・予防に係る指導を行います。 

＜藻類養殖における取組＞ 

・海洋環境の変化に適応するため、養殖に適した、栄養塩類の多い漁場等を探索し、その

利用を推進します。 

・生育不良の対策のため、採苗や施肥の技術開発と普及に取り組みます。 

・カモ類や高水温化に伴って増加している魚類による食害軽減に向けた技術の開発と普

及に取り組みます。 

＜真珠養殖における取組＞ 

・海洋環境の変化に適応するため、養殖に適した、アコヤガイの餌となる植物プランクト

ンの多い漁場等を探索し、その利用を推進します。 

・アコヤガイのへい死軽減に向け、生残率の高い稚貝の開発と普及に取り組みます。 

＜貝類養殖における取組＞ 

・海洋環境の変化に適応するため、養殖に適した、餌となる植物プランクトンの多い漁場

等を探索し、その利用を推進します。 

・マガキのへい死を軽減するため、漁場における適正飼育密度を明らかにし、その普及を

図ります。 

・貝毒による食中毒被害を防止するため、貝毒プランクトンの調査を実施し、迅速な情報

提供に努めるとともに、毒化した貝の流通を防止するため、定期的に貝毒検査を実施し
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トピック掲載予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



33 

 

１－２ 多様な担い手の確保及び育成と経営力の強化 

 

（取組目標） 

新規漁業就業者数（累計） 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

－ 480 人 

多様な担い手の確保及び育成に向け、性別、年齢、国籍等にかかわらず、新規漁業就

業者を確保していく必要があることから選定しました。漁師塾への支援や雇用の受け皿

となる経営体の確保及び育成といった取組を進めることで、人口減少下においても、新

規漁業就業者について過去 10 年間（平成 26～令和５年度）の平均となる 48 人／年を

確保することをめざし、目標値を設定しました。 

 

現在、本県への新規漁業就業者数のうち非漁家や県外からの就業者が多くを占めている

ことから、漁業に馴染みのない就業希望者が容易に本県水産業について知ることができ、

漁村で安心して生活できるような仕組みづくりを進めていくことが必要です。 

また、人口減少下において地域外からも就業者を安定的に確保するためには、法人経営

体の就業規則や就業環境の整備を進めることが必要です。 

さらに、漁業を開始する場合には、漁船の購入や施設整備費用などの初期投資に係る経

済的負担が大きな障壁となっていることから、こうした負担を軽減し、早期の経営安定に

つなげていくことが必要です。 

漁業就業者の減少により労働力の確保が困難となってきていることから、外国人、障が

い者、高齢者、女性など多様な担い手の就業につなげる取組が必要です。 

 

（展開方向） 

・県立水産高校や漁業士と連携した講座の開催など、学生等を対象に、地元水産業の魅力

紹介や漁業体験を実施します。 

・地域外からの就業希望者の受け入れと定着を促進するため、「みえ漁師 Seeds」等による

情報発信や、大都市圏等で開催される漁業就業フェアにおける就業相談に取り組むとと

もに、漁業現場における技術研修の場である漁師塾や真珠塾の運営及び開設について支

援します。 

・協業化や法人化を促進し、安定した経営基盤を有し、就労環境や安全管理体制の整った

経営体を育成することで、多様な担い手の雇用の受け皿の確保を図ります。 

・意欲ある漁業者を対象に漁業経営、資源管理、加工流通、６次産業化、スマート化など

に関する研修への参加を促進し、技術や経営管理能力の向上を図ります。 

１－２－１ 多様な担い手の確保及び育成 
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・新規漁業就業者の定着を支援するため、漁業近代化資金等の水産制度資金の活用や事業

承継の仕組みづくりなどにより、自立時の初期投資に係る経済的負担の軽減を図ります。 

・地域が主体となって水福連携に取り組む体制づくりや地域における水福連携の推進等を

担う指導者の活動を支援し、水福連携の取組の展開を図ります。 

・スマート技術を活用した省力化、効率化により、高齢者、女性、障がい者、外国人など

多様な担い手の就業を促進します。 

 

 

トピック掲載予定 
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（取組目標） 

「浜の活力再生プラン」策定地区における漁業所得の増加率 

（現状値を 100％とした場合の増加率） 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

100％（令和４年度） 121％（令和 15 年度） 

海洋環境の変化等に対応し、漁業所得を回復させる必要があることから、「浜の活力

再生プラン」策定地区における漁業所得の増加率を選定しました。各地区が策定・実践

する「浜の活力再生プラン」において、現状を 100％とし、全ての地区の平均所得を 10

年間で 21％向上させることをめざし、目標値を設定しました。 

 

海洋環境の変化等によって影響を受けた漁業経営体の経営を回復させる必要があること

から、収入の増加や経費の削減などによる所得の向上をめざした取組を促進していくこと

が必要です。また、国際情勢や円安等の影響により燃油・資材・配合飼料の価格が高騰し、

漁業経営を大きく圧迫していることから、漁業経営への影響を緩和することが必要です。 

さらに、本県の漁業経営体は、96％を個人経営体が占めており、経営規模も小さいこと

から、漁業経営の安定を図るため、作業の省力化・効率化による生産性の向上や経営規模

の拡大等を進めていくことが必要です。 

 

（展開方向） 

・経営基盤の強化に向けて、付加価値の高い魚種への転換、協業化・法人化・複合経営化、

異業種との連携を支援します。 

・個人経営体をはじめとする漁業経営体の所得向上や経営安定のため、省力化・省コスト

化に必要な機器、操業の効率化など所得向上につながる漁船、資源管理を推進しつつ収

益性の向上を図るために必要な漁船や漁具の導入を支援します。 

・災害・不慮の事故や燃油・配合飼料等の価格高騰による漁業経営への影響を緩和し、漁

業経営の維持安定を図るため、漁業共済や漁業経営セーフティーネット構築事業への加

入を促進します。 

・ＡＩ・ＩＣＴ等を活用した技術の見える化、作業の自動化・効率化など、生産性や所得

の向上、働き方改革につながる水産業のスマート化を図ります。 

 

 

 

 

１－２－２ 安定した経営体の育成 
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トピック掲載予定 
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（取組目標） 

県内の沿海漁協数 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

11 漁協 ３漁協 

地域の水産業や漁村の活性化において中核的な役割を担う漁協の組織・経営基盤の強

化に向けた一手段として、合併による経営の合理化が有効であることから選定しまし

た。県内沿海漁協が合併し、10 年後に県３漁協（伊勢湾地区、鳥羽磯部地区、外海地

区）となることをめざし、目標値を設定しました。 

 

漁協は地域の水産業において中核的な役割を担っていますが、その多くは小規模で、依

然として事業利益がマイナスとなっていることから、新規の自営事業への参入や協業の推

進等により、漁協の経営改善を図っていくことが必要です。また、合併漁協については、

事業の効率化等により、組織・経営基盤の強化に一定の成果を上げていることから、漁協

間の自発的な合意に基づく合併を支援していくことが必要です。 

真珠養殖漁協や内水面漁協についても、組合員数の減少やそれぞれの漁業が抱える様々

な課題に的確に対応し、漁業者の協同組織として必要な役割を果たせるよう、経営基盤の

強化や事業の充実強化を図っていくことが必要です。 

 

（展開方向） 

・漁協の経営改善に向けて、新規の自営事業への参入や協業の推進を支援します。 

・伊勢湾地区については、県漁連等系統団体や市町と連携しながら、漁協合併が円滑に進

むよう、「伊勢湾地区漁協合併推進協議会」を軸に合併協議を促進します。また、組合員

数の減少が深刻な漁協については、先行的な合併・再編も視野に入れた協議を促進しま

す。 

・外海地区については、県漁連等系統団体や市町と連携しながら、「外海地区合併推進協議

会」を軸とした合併協議に向けた機運の醸成を図ります。 

・組合員からの合併に対する理解と賛同を得られるよう、事業の効率化等、合併の効果を

丁寧に説明しつつ、合併に伴う支所の閉鎖などへの不安の払拭に向けた漁協指導を行う

など、県漁連等系統団体や市町と連携し、組合員の意見を十分に聴き取りながら、漁協

の合併協議を促進します。 

・漁協が漁業者の協同組織として必要な役割を果たせるよう、適正な人員配置と人材育成、

コンプライアンス向上、管理費削減等の経営合理化、加工・販売体制の構築や拡充等、

組織及び事業の強化・充実を支援します。 

１－２－３ 水産業協同組合の経営の安定 
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   トピック掲載予定 
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（取組目標） 

県輸出協水産部会員による新たな輸出取引件数（累計） 

現状値（令和５年度) 目標（令和 16 年度) 

26 件 59 件 

県産水産物の競争力の強化に向け、県産水産物の輸出促進を図り、恒常的な輸出を実

現することが重要であることから選定しました。県輸出協水産部会員による新たな輸出

取引件数を累計で 59 件とすることをめざし、目標値を設定しました。 

 

県産水産物の競争力を強化し、漁業者の所得を向上させるためには、品質の向上や異業

種との連携による商品開発等の取組を進めるとともに、県産水産物の魅力を消費者に向け

て発信し、新たな販路の開拓につなげるなど、水産物の付加価値を向上させて差別化を図

っていくことが必要です。 

また、国内の食市場が縮小すると見込まれる中、国際的な水産物需要の高まりや「日本

食」に対する追い風等の好機を活かし県産水産物の輸出を促進するためには、意欲的な事

業者の確保や育成を図るとともに、本県の強みを活かした県産水産物の輸出拡大に向けた

取組を支援していくことが必要です。 

さらに、本県は真珠養殖の発祥の地であり、県産真珠は、「三重ブランド」に認定される

など、本県や日本を代表する水産物となっています。コロナ禍後は、海外需要の回復や円

安により、需要拡大の好機を迎えているため、県内外で開催されるイベントを通じて、販

路拡大に取り組むことが必要です。 

県産水産物の競争力の強化につなげていけるよう、産地市場の統廃合等により産地市場

の機能を高めていくとともに、年々増加する市場外流通への対応が必要です。 

 

（展開方向） 

・県産水産物の特徴を活かした消費拡大に向け、消費者を対象とした魚食普及や県産水産

物の魅力発信に取り組むとともに、流通関係事業者と連携のうえ、大都市圏等における

新たな販路拡大や恒常的な販路の確保を支援します。 

・意欲ある漁業者や漁業協同組合等による、商品開発や販路拡大、情報発信等の県産水産

物の販路拡大に向けた取組を支援し、新たにこれらの取組を行う漁業者等を掘り起こし

ます。 

・６次産業化、流通業・観光業等、異業種との連携などを含めた付加価値向上の取組を支

援するとともに、水産エコラベル認証の取得を促し、ブランド力向上を図ります。 

・令和７年に本県で開催される「第 44 回全国豊かな海づくり大会」や大阪府で開催される

１－２－４ 県産水産物の競争力の強化 
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大阪・関西万博を契機に、県産水産物の魅力を全国に発信し、知名度向上と需要拡大を

図ります。 

・輸出拡大に向け、科学的根拠に基づかないままＡＬＰＳ処理水海洋放出に伴う輸出規制

を実施している中国に対し、規制措置の撤廃を働きかけるよう、国に対し要望していき

ます。 

・アジア諸国を主なターゲットとして、輸出に取り組む事業者の拡大や輸出先の多角化を

進めるとともに、現地での訪問商談会の開催等を通じて、現地ニーズに対応した恒常的

な輸出体制の構築に努めます。 

・食品衛生法に基づくＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入や生産者による鮮度保持の取組

等、衛生管理の高度化を促進します。 

・輸出先国の規制等に対応するため、シンガポールへの活カキ輸出やベトナムへの活水産

物輸出に係る衛生証明書の発行を行うとともに、ＨＡＣＣＰ認定取得等を促進します。 

・真珠については、サスティナブル、エシカルといった県産真珠のブランドイメージの構

築、海外の真珠バイヤーやインバウンド向けの真珠体験ツアーの受け入れ、国際イベン

トにおける真珠の利用促進等、国内外での真珠の魅力のＰＲに取り組みます。 

 

 

 

トピック掲載予定 
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１－３ 災害に強く生産性が高い水産基盤の整備と活力ある漁村の構築 

 

（取組目標） 

拠点漁港における耐震・耐津波対策を行った施設の整備延長（累計） 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

720ｍ 1,270ｍ 

防災・減災対策として、県管理の生産・流通拠点漁港における耐震・耐津波対策を実

施する施設の整備状況を的確に把握する必要があることから選定しました。優先的に取

り組む必要がある県管理の生産・流通拠点漁港の設備の耐震・耐津波対策整備につい

て、整備延長の累計を 1,270ｍとすることをめざし、目標値を設定しました。 

 

近年、大型化する台風や記録的な豪雨など、自然災害は激甚化・頻発化してきており、

さらに南海トラフ地震などの大規模地震の緊迫度がより高まってきている中、防波堤や係

留岸壁などの漁港施設や、堤防などの漁港海岸保全施設は、老朽化が進む一方で、耐震対

策が進んでいないため、施設の耐震化・長寿命化、津波防波堤の耐震・耐津波対策などの

事前防災を早急かつ計画的に進めていくことが必要です。 

また、漁業者の高齢化や減少が進む中、漁協の合併は進んでいるものの地域における漁

港機能の集約化は進んでいないため、地域に応じた再編や集約化を進めるとともに、流通

コストの低減や、水産物の品質向上と将来的な輸出を見据えた施設整備を推進していくこ

とが必要です。 

 

（展開方向） 

・防波堤や岸壁などの漁港施設や堤防などの海岸保全施設については、拠点漁港を中心に、

地震や津波・高潮等への対策とともに、老朽化の状況などをふまえた適切な長寿命化対

策を効率的に進めます。加えて、ＢＣＰや防災技術マニュアルの適切な運用により、ソ

フト・ハードの両面から漁港及び漁村における防災・減災対策に取り組みます。 

・拠点漁港を拠点として周辺漁港と組み合わせた漁港機能の再編や集約化を進めるため、

集出荷機能の集約や強化、高度衛生管理型の産地市場の形成、漁港ストックの有効活用

などについて取組を進めます。 

・水産業の生産性を高めるため、共同加工施設や冷凍冷蔵施設などの共同利用施設等の整

備を促進します。  

１－３－１ 水産業の基盤の整備 
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   トピック掲載予定 
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（取組目標） 

藻場・干潟等の造成面積（累計） 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

57.7ha 96.2ha 

水産動植物の生育環境の保全、改善及び創造に向けて、多くの生物の産卵・保育場等

といった重要な役割を担っている藻場・干潟等の再生が必要であることから選定しまし

た。生物の生息環境と藻場・干潟等を再生する適地を考慮して、造成面積の累計を

96.2ha とすることをめざし、目標値を設定しました。 

 

多くの生物の産卵・保育場等といった重要な役割を担っている藻場・干潟等が減少する

など漁場環境が悪化していることから、生物を育む豊かな海を取り戻すため、漁場整備に

より本県沿岸の漁場環境を改善していくことが必要です。 

また、効果的に沿岸の漁場環境の保全や改善を図るため、漁場整備に加えて、漁業者等

が行う食害生物から藻場を保全する活動やアサリ資源の増大等に向けた取組と連携するこ

とが必要です。 

さらに、藻場の食害生物である植食性魚類の利活用、伊勢湾の栄養塩類の減少、海洋ご

みへの対応及びブルーカーボンクレジットの活用等についても対応が求められています。 

 

（展開方向） 

・漁業者や市町等の関係者と調整を図りながら、海域の特徴や水産動植物の生態を考慮し、

藻場、干潟・浅場の造成、浮魚礁の設置等の漁場整備に取り組みます。 

・食害生物の駆除、海藻種苗の移植、保護カゴの活用やプラスチック廃棄物を含む漂着物

の除去等、漁業者や地域住民などで構成される活動組織による藻場・干潟等の保全活動

を支援することで、各海域の特徴に応じた取組を計画的に進めます。 

・藻場の食害低減を図るため、食害生物であるアイゴやブダイの加工販売や地域での利用

状況を関係者間で情報共有することで、食害生物の利活用を促進します。 

・アサリ資源の増大に向けて効果的な環境整備を行うために策定した「伊勢・三河湾海域

干潟ビジョン」に基づき、強い波から稚貝の流出を防ぐ効果のある砕石を用いた干潟・

浅場造成を進めます。 

・「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向けて、環境生活部、県土整備部との３部連携の下、

流域下水処理場の栄養塩管理運転の継続及び効果検証に取り組みます（再掲）。 

 

 

１－３－２ 水産動植物の生育環境の保全、改善及び創造 
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・岐阜・愛知・三重の３県で策定した「伊勢湾流域圏海洋ごみ対策推進広域計画」に基づ

き、関係部局と連携し、漁港海岸におけるプラスチック廃棄物を含む海洋ごみの回収・

処理と発生抑制対策を進めます。 

・水産動植物の生育場となる藻場の再生活動に利用できるよう、ブルーカーボンクレジッ

ト制度の活用について検討を進めます。 

 

 

   

トピック掲載予定 
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（取組目標） 

漁港・漁村を活用した新たな事業件数（累計） 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

－ 10 件 

漁村コミュニティの維持発展に向けて、漁村の役割が将来にわたって持続的に発揮さ

れるよう、漁村地域を活性化させていくことが必要であることから選定しました。漁

港・漁村を活用した漁村地域の活性化につながる事業を着実に増加させ、累計で 10 件

とすることをめざし、目標値を設定しました。 

 

国全体で人口減少が進んでおり、漁村においてもコミュニティの維持が困難となってい

くことが懸念される中、水産業及び漁村を支え、活性化させていく水産業の担い手を確保

及び育成するとともに、漁村の基幹産業である漁業の持続的な発展に向けた取組を進めて

いくことが必要です。 

漁村の人口が減少していく中、漁村文化の継承をはじめとする漁村の役割が将来にわた

って持続的に発揮されるよう、地域の海や漁村に関する豊かな資源と漁港を最大限に活か

した「海業」の取組を通じて交流人口を増やすなど、漁村地域の活力づくりに向けた取組

を促進していくことが必要です。 

 

（展開方向） 

・漁村コミュニティの維持発展に向け、漁師塾等の展開により水産業の担い手の確保・育

成を進めるとともに、漁業と他の産業との連携や地域外の人材の活用、高齢者や女性の

参画も図りながら、地域全体で漁業に取り組む体制づくりを進めます。 

・漁業所得の向上を通じて漁村地域の活性化が促進されるよう、各地域の現状を幅広く聞

き取り、取組の成果・課題をふまえた指導や助言を行うなど、「浜の活力再生プラン」等

の策定・実践に取り組む漁業者等を支援します。 

・都市部等からの誘客を促進して交流人口の増大を図るため、日本農業遺産である海女漁

業や真珠養殖業等の地域資源の活用や観光業等との連携を促進します。 

・地域の海や漁村に関する豊かな資源と漁港を最大限に活かした「海業」の取組を進め、

漁業体験や遊漁など余暇活動に訪れる方々の受入れ及び観光業との連携等による都市と

漁村の交流、新たな産業の誘致等を促進します。 

・安全で快適な漁村生活のため、海岸保全基本計画をふまえ海岸保全施設における地震や

津波・高潮等への対策を進めるとともに、漁業集落排水施設の機能保全対策など生活環

境整備を進めます。 

１－３－３ 活力ある漁村の構築 
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トピック掲載予定 
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（取組目標） 

内水面地域に訪れた遊漁者数 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

8,530 人（令和４年度） 8,530 人（令和 15 年度） 

内水面地域の活性化に向けては、遊漁者の確保が必要であることから選定しまし

た。内水面地域における多面的機能の持続的な発揮のため、内水面漁協の運営を支え

る遊漁料収入を確保すべく、遊漁者数を現状値の 8,530 人に維持することをめざし、

目標値を設定しました。 

 

カワウの個体数及び食害によるアユの被害金額は、いずれも減少傾向にはあるものの、

依然として水産資源に大きな被害を与えており、加えてブラックバス等外来魚の生息域が

拡大していることから、対策の継続が必要です。 

また、内水面漁協の運営を支えるためには、安定的な遊漁料収入が不可欠となっており、

遊漁者の確保につながる取組が必要です。 

ウナギについては、絶滅が危惧されていることから、国際的にも資源管理が求められて

おり、産卵親ウナギやシラスウナギの保護が必要です。 

河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境等が保たれるよう、適切な漁場環境

の保全が必要です。 

 

（展開方向） 

＜内水面水産資源の回復＞ 

・ 内水面水産資源の保全及び活用に向け、漁協が実施する、ドローン等を活用したカワ

ウや外来魚による食害防止対策や稚アユ放流等の漁業権対象魚種の増殖のための取組

を支援します。 

・ アユの冷水病やコイヘルペスウィルス病等のまん延防止のため、魚病発生時には罹病

魚の移動制限等の措置を実施します。 

・ 若者や女性など多様な遊漁者の確保につながるよう、天然資源を守りつつ、新たな漁

法の導入など様々な遊漁者ニーズに応える魅力的な川づくりについての検討を支援し

ます。 

・ ウナギ資源の保護のため、産卵のために河川から海へ下る「下りウナギ」の再放流、

密漁監視や採捕許可数量の管理による適正なシラスウナギの採捕を促進します。 

・ ウナギ養殖業者に対して適正な池入れが行われるよう指導等を行います。 

 

１－３－４ 内水面地域の活性化 
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＜内水面における漁場環境の再生＞ 

・ 地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、 河川が本来有している生物の生息・

生育・繁殖環境及び多様な河川景観の保全・創出を推進します。 

・ 漁場環境・生態系の維持・回復に資するため、ヨシ帯の保全や河川の清掃活動など、

漁協等が行う取組を支援します。 

 

 

 

  トピック掲載予定 
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１－４ その他の施策 

 

（取組目標） 

海洋環境の変化等に対応した水産技術開発の件数（累計） 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

10 件 32 件 

水産業が直面する海洋環境の変化や担い手不足に対応するため、スマート化を含めた

幅広い水産技術開発が求められていることから選定しました。海洋環境の変化等に対応

した水産技術開発を累計で 32 件とすることをめざし、目標値を設定しました。 

 

水産業の競争力強化を図り、成長産業とするためには、漁業者や関係団体の抱える課題

を的確に把握し、生産性を向上するための新たな技術の研究開発とその成果を普及してい

くことが重要となっています。 

また、黒潮大蛇行の影響等により、急激に高水温化が進行する中、迅速で正確な海洋環

境のモニタリング情報の提供や、養殖水産物のへい死対策技術、高水温耐性品種の育種等、

幅広い水産技術の開発が求められています。特に、最先端分野の研究開発は、水産研究所

単独での推進は難しいことから、国や大学等の研究機関や民間企業等との連携が必要です。 

 

（展開方向） 

・生産現場が抱える課題解決のため、漁業者、関係団体等との積極的な意見交換を通じて、

現場のニーズ把握に努め、生産性と収益性向上を実現するための技術開発を推進します。 

・得られた成果は、生産現場への技術導入の効果を科学的根拠に基づき、わかりやすく説

明し、広く速やかな普及をめざします。 

・競争力のある養殖業の構築に向けた、新たな品種・技術の開発を進めます。 

・ＩＣＴブイ等を活用した海洋環境情報のリアルタイム配信やドローンによる漁場監視な

ど、ＡＩ・ＩＣＴ等の先端技術を活用することで、漁業現場のニーズに対応したスマー

ト化をさらに推進します。 

・受託事業や競争的資金を積極的に活用するとともに、水産研究所に不足する知識や分析

機器等を有する研究機関とコンソーシアムを形成し、最先端の知見や調査研究手法を用

いて効率的・効果的に県内水産業の課題解決を図ります。 

 

 

 

 

１－４－１ 水産に関する技術の研究開発の推進及びその成果の普及 
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  トピック掲載予定 
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（取組目標） 

県民理解の向上に向けた新たな取組数（累計） 

現状値（令和５年度) 目標値（令和 16 年度) 

15 取組 26 取組 

水産業及び漁村に関する県民の理解の向上に向けては、水産業及び漁村が果たしてい

る役割や県産水産物の魅力について、効果的に情報発信していくことが必要であること

から選定しました。ＳＮＳやメディア等による情報発信の取組を累計で 26 取組とするこ

とをめざし、目標値を設定しました。 

 

水産業者、市町、県民の皆さんと一体となって取り組み、条例に掲げる基本理念を実現

していくためには、漁業者による海難救助や漁村文化の継承など、水産業及び漁村が果た

している県民にとっての役割について、理解を十分に深めていくことが必要です。 

また、令和７年に開催される「第 44 回全国豊かな海づくり大会」や大阪・関西万博、令

和８年の県政 150 周年記念行事等の大規模イベントをはじめとする様々な機会を通じて、

県産水産物や魚食の魅力を発信し、県産水産物の消費の増加につなげていくことが必要で

す。 

 

（展開方向） 

・本県の水産業や漁村が果たしている多面的機能の役割や、二酸化炭素吸収源となる藻場

の保全等ブルーカーボンクレジット認証に係る漁業者の取組等について、広く理解が進

むよう、ＳＮＳやメディアを活用して効果的に情報発信します。 

・水産業への理解が深まるよう、県民等が水産業の現場を訪れ、見て、体験できる水産業

の見える化への取組を促進します。 

・観光業等との連携により、漁業体験等を通じて水産業や県産水産物の魅力を伝える取組

等を促進します。 

・次世代に魚食習慣を伝えていくため、時短・簡便な魚介類の調理方法の紹介や魚食の魅

力を発信し、家庭における魚食普及を促進します。また、学校給食や学校教育と連携し

て、子供たちに魚食の良さを伝え、魚食習慣の定着に向けた取組を促進します。 

・令和７年に本県で開催される「第 44 回全国豊かな海づくり大会」や大阪府で開催される

大阪・関西万博を契機に、県産水産物の魅力を全国に発信し、知名度向上と需要拡大を

図ります。 

 

 

１－４－２ 県民の理解の促進 
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  トピック掲載予定 
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２ 漁業種類別の施策の展開方向 

 

船びき網漁業は、伊勢湾や伊勢湾口においてイワシ類やイカナゴ等の多獲性浮魚を主に

漁獲しており、漁獲量は減少傾向です。まき網漁業は伊勢湾口以南の沖合においてイワシ

類、サバ類、アジ類等の多獲性浮魚を主に漁獲していますが、マイワシ、サバ類が令和３

年から大きく減少し、令和４年の漁獲量は 17,106 トンとピークであった平成 28 年の

70,826 トンから４分の１以下になっています。 

漁獲量が大きく減少した原因としては、マイワシやマサバは通常であれば産卵のために

本県海域よりも南の海域まで回遊しますが、黒潮流路の変化により回遊経路上の水温が高

くなったことから南下が阻害され、本県沿岸への来遊が減少したためと考えられています。 

マイワシ、マアジ、サバ類等のＴＡＣ対象種について、国は、現在の環境下において持

続的に採捕可能な最大の漁獲量（ＭＳＹ)を達成できる水準に資源を維持・回復させること

をめざすこととしており、一時的なＴＡＣの減少や個別割当（ＩＱ）制度の導入も見込ま

れることから、漁業者の一時的な減収対策が必要です。 

また、平成 28 年から９期連続で漁が行われていないイカナゴについては、資源状況を把

握するための調査や漁場観測を継続します。 

同一海域において、船びき網漁業、定置漁業、まき網漁業等、異なる漁業が操業されて

おり、漁業間における調整が必要です。 

まき網漁業では大量の漁獲物が水揚げされることにより魚価が下落する場合があるため、

その対策が必要です。 

 

（展開方向） 

・水産資源の維持・増大のために、三重県漁業調整規則等の公的管理措置の遵守を徹底す

るとともに、科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価の結果や効果的な資源管理手法

を漁業者に提案することで、漁業者が策定する資源管理協定の適切な履行を支援します。 

・ＴＡＣ対象種の資源管理については漁獲量の把握に努め、適切な資源管理のために必要

に応じて助言、勧告、採捕停止などの必要な措置を講じるとともに、国の資源評価に必

要となる迅速な水揚げ情報等のデータ収集体制を構築します。 

・令和３年以降、本県のマイワシ、サバ類の漁獲量が大きく減少したことから、国から割

り当てられるＴＡＣが減少しています。今後、黒潮流路が通常に回復した場合には、漁

獲量も回復する可能性が高いことから、ＴＡＣの追加割当や融通などの適切な対応が行

われるよう国と協議を行います。 

 

２－１ 船びき網漁業及びまき網漁業 

（イワシ類、サバ類、アジ類、イカナゴ等） 
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・令和７年１月からＴＡＣ対象種となるカタクチイワシについては、国により太平洋系群

として資源管理され、ＴＡＣの割当が行われます。一方で、伊勢湾内のカタクチイワシ

については、漁獲量の推移が太平洋系群と異なる変動を示すことや漁業者が自主的に漁

の解禁時期や出漁日の調整などの資源管理に取り組んでいることから、適切な割当が行

われるよう、三重県資源評価委員会で行う資源評価の結果や漁業者の取組を示して国に

働きかけていきます。 

・イカナゴの資源回復に向け、夏眠場での海水温の観測や、愛知県と連携した夏眠魚や仔

魚の採集調査を行うなど、環境や資源の状況把握に努めるとともに、漁業関係者への情

報提供を実施します。 

・漁業者の新たな収入源の確保に向けて、単一ではなく複数の漁業種類を営むことにより、

経営を安定化させる取組を支援します。 

・まき網漁業と他の沿岸漁業の相互理解及び共存共栄を推進するため、関係者とともに協

議の機会を設けるとともに、引き続き、ＡＩＳを用いたまき網漁業の操業位置情報の管

理を行います。 

・漁獲された水産物等を有効活用し、安定した漁業経営や就労環境の改善を図ることが重

要であるため、漁業収益力や水産物流機能の強化につながる共同利用施設等の整備を支

援します。 

・新規漁業就業者の確保に向け、漁業の魅力を伝える情報等の発信や漁業現場の労働環境

の改善を進めるとともに、各地域が行う担い手対策を支援します。 

・異常な事象や不慮の事故、燃油高騰等による漁業経営への影響の緩和を図るため、経営

の安定を支える漁業共済やセーフティーネット構築事業への加入を促進します。 

・漁業者が安心して資源管理に取り組めるよう、資源管理による漁獲量減少に伴う減収等

を補てんする漁業経営安定対策の活用を促進します。 

・操業の効率化など所得向上につながる漁船や省力化・省コスト化に必要な機器等の導入、

資源管理を推進しつつ、収益性の向上を図るために必要な漁船や漁具の導入を支援しま

す。 

 

 

定置漁業は、ブリ類、サバ類、イカ類などの多獲性浮魚を主に漁獲しており、漁獲量は

横ばいで推移しています。 

マイワシ、マアジ、サバ類などＴＡＣ対象種について、国は現在の環境下において持続

的に採捕可能な最大の漁獲量（ＭＳＹ)を達成できる水準に資源を維持・回復させることを

めざすこととしており、一時的なＴＡＣの減少が想定されることから、漁業者への減収対

２－２ 定置漁業 

（ブリ類、サバ類、イカ類等） 
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策が必要です。 

適切な保存・管理による水産資源の維持・増大に向けて、ＴＡＣ制度の的確な運用など

科学的知見をふまえた資源管理を進めていく必要があります。 

 

（展開方向） 

・水産資源の維持・増大のために、三重県漁業調整規則等の公的管理措置の遵守を徹底す

るとともに、科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価の結果や効果的な資源管理手法

を漁業者に提案することで、漁業者が策定する資源管理協定の適切な履行を支援します。 

・ＴＡＣ対象種の資源管理については漁獲量の把握に努め、適切な資源管理のため、必要

に応じて助言、勧告、採捕停止等の措置を講じるとともに、国の資源評価に必要となる

迅速な水揚げ情報等のデータ収集体制を構築します。 

・新規漁業就業者の確保に向け、漁業の魅力を伝える情報等の発信や漁業現場の労働環境

の改善を進めるとともに、各地域が行う担い手対策を支援します。 

・異常な事象や不慮の事故、燃油高騰等による漁業経営への影響の緩和を図るため、経営

の安定を支える漁業共済やセーフティーネット構築事業への加入を促進します。 

・漁業者が安心して資源管理に取り組めるよう、資源管理による減収等を補てんする漁業

経営安定対策の活用を促進します。 

 

 

一本釣漁業、刺し網漁業、はえ縄漁業等は、対象魚種が多岐にわたり、漁獲量の動向も

マダイやヒラメは横ばい、サワラ、カツオは増加傾向、トラフグは減少傾向など様々です。 

魚種ごとの資源動向や資源特性に応じて、資源の維持・増大を図っていくことが必要で

す。 

 

（展開方向） 

・栽培漁業基本計画に基づき、マダイ、ヒラメ、トラフグ、カサゴ、クルマエビ等につい

て、効率的、効果的な種苗生産、放流を実施します。 

・水産資源の維持・増大のために、三重県漁業調整規則等の公的管理措置の遵守を徹底す

るとともに、科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価の結果や効果的な資源管理手法

を漁業者に提案することで、漁業者が策定する資源管理協定の適切な履行を支援します。 

・漁業者の新たな収入源の確保に向けて、単一ではなく複数の漁業種類を営むことにより、

経営を安定化させる取組を支援します。 

 

２－３ 一本釣・刺し網・はえ縄等沿岸漁業 

（マダイ、イセエビ、トラフグ等） 
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・新規漁業就業者の確保に向け、漁業の魅力を伝える情報等の発信や漁業現場の労働環境

の改善を進めるとともに、各地域が行う担い手対策を支援します。 

・異常な事象や不慮の事故、燃油高騰等による漁業経営への影響の緩和を図るため、経営

の安定を支える漁業共済やセーフティーネット構築事業への加入を促進します。 

・漁場環境の改善と水産資源の回復を図るため、藻場・干潟等の再生・保全を推進します。 

・カツオ、マグロ、シイラなど回遊魚の漁獲を目的とした浮魚礁の整備を進めます。 

・操業の効率化等の所得向上につながる漁船や省力化・省コスト化に必要な機器等の導入、

資源管理を推進しつつ収益性の向上を図るために必要な漁船や漁具の導入を支援します。 

 

 

底びき網漁業は、伊勢湾において、エビ・カニ類、アナゴ等の底魚類、アサリ等の二枚

貝類を漁獲しており、漁獲量は減少傾向にあることから、詳細な原因究明を進め、資源の

維持・増大に取り組むことが必要です。 

 

（展開方向） 

・水産資源の維持・増大のために、三重県漁業調整規則等の公的管理措置の遵守を徹底す

るとともに、科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価の結果や効果的な資源管理手法

を漁業者に提案することで、漁業者が策定する資源管理協定の適切な履行を支援します。 

・調査船や漁船等により、海水温の上昇や貧酸素水塊の動向を把握するとともに、底魚類

や二枚貝類の生産に漁場環境が及ぼす影響を解明し、精度の高い資源評価につなげます。 

・栽培漁業基本計画に基づきクルマエビ、ガザミ等について、効率的、効果的な種苗生産、

放流を実施します。 

・漁業者の新たな収入源の確保に向けて、単一ではなく複数の漁業種類を営むことにより、

経営を安定化させていく取組を支援します。 

・新規漁業就業者の確保に向け、漁業の魅力を伝える情報等の発信や漁業現場の労働環境

の改善を進めるとともに、各地域が行う担い手対策を支援します。 

・異常な事象や不慮の事故、燃油高騰等による漁業経営への影響の緩和を図るため、経営

の安定を支える漁業共済やセーフティーネット構築事業への加入を促進します。 

・アサリやガザミ等の資源回復を図るため、幼稚仔の成育に必要な干潟や浅場の再生・保

全等を推進します。 

 

２－４ 底びき網漁業 

    （エビ･カニ類、アナゴ、アサリ等） 



57 

 

 

アサリの漁獲量は昭和 57 年の 14,769 トンをピークに減少し、平成 30 年には過去最低

の８トンとなりました。その後、一部海域で漁獲量が増加し、令和４年には 306 トンとな

りましたが、依然として回復が進んでいない状況です。 

減少の要因としては、漁獲圧の高い状態が続いたこと、母貝場（ぼがいば)となる干潟や

浅場の減少、貧酸素水塊や集中豪雨による生息環境の悪化等が考えられており、詳細な原

因究明を進めるとともに、生育環境の保全・再生等、資源の回復に向けた取組を進めてい

くことが必要です。 

アサリと同じく伊勢湾の重要水産資源であるハマグリやシジミについても漁獲量が大き

く減少していることから、科学的根拠に基づく資源評価を行いながら適切に資源を管理し

ていくことが必要となっています。 

 

（展開方向） 

・水産資源の維持・増大のために、三重県漁業調整規則等の公的管理措置の遵守を徹底す

るとともに、科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価の結果や効果的な資源管理手法

を漁業者に提案することで、漁業者が策定する資源管理協定の適切な履行を支援します。 

・操業時間、漁獲量・漁獲サイズの規制等による資源管理や、効果的な稚貝放流、食害生

物の駆除等、漁業者によるアサリ資源を増やす取組を支援します。 

・伊勢湾全体のアサリ資源を増やすため、伊勢湾内で母貝の成育に適した干潟や浅場の造

成に取り組むとともに、造成効果を把握するための調査を行います。 

・アサリの着底や定着を阻害する波浪の影響を低減するため、干潟や浅場の造成において

は、粒径が大きい砕石を用いるなど、海域の特性に応じた適切な工法を採用します。 

・伊勢湾の重要な二枚貝類であるアサリ、ハマグリの増殖に向け、種苗生産や中間育成の

技術開発に取り組みます。 

・アサリ等二枚貝類に寄生して宿主を衰弱またはへい死させるカイヤドリウミグモについ

ては、県内における分布調査を実施するとともに、生息域の拡大につながることが無い

よう、関係者と協議の上、干潟や浅場の造成を進めます。 

・貝毒等による食中毒の発生防止のため、定期的に貝毒プランクトンのモニタリングと貝

毒検査を実施します。 

・アサリ等二枚貝の資源動向を把握するために地元漁業者等が行う漁場調査等に協力する

とともに、資源評価に基づいた持続的な資源活用を推進します。 

・漁業者の新たな収入源の確保に向けて、単一ではなく複数の漁業種類を営むことにより、

経営を安定化させていく取組を支援します。 

２－５ 採貝漁業 
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・新規漁業就業者の確保に向け、漁業の魅力を伝える情報等の発信や漁業現場の労働環境

の改善を進めるとともに、各地域が行う担い手対策を支援します。 

 

 

本県の海女の人数は、昭和 53 年の 3,603 人から令和４年には 514 人と約７分の１に減

少しています。海女の漁獲物として重要なアワビの漁獲量は昭和 41 年の 752 トンをピー

クに減少が続き、令和２年以降急激に減少し、令和４年には過去最低の 20 トンとなってい

ます。 

伝統ある海女漁が生業（なりわい)として続けられるよう、アワビ、サザエの生息場とな

る藻場の保全・再生や種苗放流等の資源回復に向けた取組、海女漁獲物の付加価値向上等

の収益向上に向けた対策が必要です。 

 

（展開方向） 

・アワビよりも利用できる餌の種類が多く、藻場の減少にも比較的強いと考えられるサザ

エの種苗生産技術や放流技術の開発に取り組み、栽培漁業対象種として検討を進めます。 

・重要な漁獲対象資源であるアワビ資源の回復に向け、最適な放流手法の検討やコンクリ

ート板による放流漁場造成効果の把握と普及により、回収率の向上を図ります。 

・藻場の減少が進行していることから、藻場再生のための移植用藻類としてサガラメの種

苗生産や移植手法の開発に取り組みます。 

・科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価に基づき、資源評価結果や効果的な資源管理

手法を海女等に提供し、海女等が策定する資源管理協定の適切な履行を支援することで、

海女等を中心とした効果的な資源管理を促進します。 

・新規漁業就業者の確保に向け、漁業の魅力を伝える情報等の発信や漁業現場の労働環境

の改善を進めるとともに、各地域が行う担い手対策を支援します。 

・効果的な藻場の造成に取り組むとともに、漁場における食害生物（ウニ、アイゴなど）

の駆除等、藻場や漁場の環境保全に取り組む漁業者等の活動を支援します。 

・海女自身による資源管理の取組について、持続可能な漁業であることをイベント等に参

加してＰＲし、海女漁業や「海女もん」商品の魅力向上を図ります。 

・「海女もん」商品の品質向上や資源管理に関する研修会の開催など、海女振興協議会の

活動を支援します。 

 

２－６ 海女漁業 
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令和４年の本県の海面魚類養殖生産量は 8,059 トン（全国第９位）、産出額は 113 億円

（同８位）であり、魚類養殖は県南部沿岸地域の基幹産業となっています。 

しかし、本県沿岸では気候変動や黒潮の大蛇行による高水温化等、海洋環境の変化が急

速に進んでおり、魚類養殖においては、高水温化に伴う魚病被害が深刻化しています。魚

類養殖業の競争力の強化には、海洋環境情報の迅速な提供による適切な養殖管理の推進、

高水温化に対応した養殖技術や品種の開発・普及等、海洋環境の変化への適応を総合的に

進め、へい死や生育不良を軽減し、生産量の回復・安定化を図る必要があります。 

また、本県の魚類養殖業の経営規模は大半が零細であり、大規模生産県と比べてコスト

面での競争力が不利な状況にあります。加えて、近年、生産コストの６割以上を占める飼

料費の高騰により、養殖経営は厳しさを増していることから、海洋環境の変化への適応を

進めるとともに、生産コストの削減にも取り組む必要があります。一方で、コロナ禍で流

通や消費が停滞する中でも「伊勢まだい」が堅調な売れ行きを見せ、ブランド養殖水産物

の強みが発揮されたことから、収益性の向上のため、新たなブランド養殖水産物の開発や

販路拡大に取り組むことも必要です。 

 

（展開方向） 

・有害赤潮による被害を防止するため、関係市町や漁協等との協働により赤潮プランクト

ンのモニタリングを行い、有害種による赤潮の発生時には「赤潮情報」を発行し、関係

者へ迅速に情報提供します。 

・魚病対策に必要な情報の収集や現場調査を行うとともに、水産用医薬品の残留検査等を

行い、関係者に適切に情報提供します。 

・海洋環境の変化に適応した養殖技術として、魚病被害の軽減や新たな漁場開拓が期待さ

れる、水温が低い、深い水深層での飼育方法の実証と普及に取り組みます。 

・魚病被害が問題となっている魚種について、対策技術の開発と普及に取り組みます。特

に高水温化に伴う魚病被害が問題となっているマハタについては、遺伝情報を活用して

多数の親魚候補から効率的に高耐病性親魚を選定する手法を開発するとともに、高耐病

性親魚を用いた種苗生産に取り組みます。 

・マハタの種苗生産コストの削減のため、種苗の形態異常率の低減に取り組みます。 

・出荷までの養殖期間が短く、生産効率に優れた新たな養殖対象種として注目される、ア

ニサキスフリーのマサバの養殖技術の開発に取り組み、魚類養殖業の経営改善につなげ

ます。 

・飼料費の削減のため、環境変化に応じて給餌・無給餌を切り替える給餌方法等の技術や

２－７ 魚類養殖 

    （マダイ、ブリ、マハタ等） 
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低魚粉飼料の開発と普及に取り組みます。 

・養殖魚の付加価値向上によるブランド化や、需要をふまえた計画的生産と積極的な販路

開拓を促進します。 

・養殖環境を人為的に制御できることから高水温化等に対して有効な陸上養殖について、

地域の意向をふまえたうえで推進します。 

 

 

令和４年の本県の藻類養殖生産量は 7,617 トン（全国第 10 位）、令和４年の算出額は 27

億円（同９位）であり、藻類養殖は沿岸地域の基幹産業となっています。 

しかし、本県沿岸では、気候変動や黒潮の大蛇行等による高水温化や伊勢湾の貧栄養化

が進んでおり、藻類養殖においては、高水温化や貧栄養化に伴う生育不良、魚類やカモ類

による食害が深刻化しています。藻類養殖業の競争力の強化には、海洋環境情報の迅速な

提供による適切な養殖管理の推進、高水温化に対応した養殖技術や品種の開発・普及等、

海洋環境の変化への適応を総合的に進め、生育不良を軽減し、生産量の回復・安定化を図

る必要があります。 

また、本県の藻類養殖業の経営規模は大半が零細であり、大規模生産県と比べてコスト

面での競争力が不利な状況にあります。加えて、近年、養殖資材費の高騰により、養殖経

営は厳しさを増していることから、海洋環境の変化への適応を進めるとともに、生産コス

トの削減にも取り組む必要があります。一方で、コロナ禍で流通や消費が停滞する中でも

アサクサノリが高単価で取引されるなど、ブランド水産物の強みが発揮されたことから、

収益性の向上のため、新たなブランド養殖水産物の開発や販路拡大に取り組むことも必要

です。 

 

（展開方向） 

・海洋環境情報の迅速な提供として、伊勢湾沿岸域において栄養塩類調査と自動観測ブイ

による水質調査を行い、色落ちの可能性を予測し、黒ノリ生産者等に収獲のタイミング

を促す「色落ちアラート」を発信します。 

・「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向けて、流域下水処理場で実施する栄養塩類管理運

転が水質や生物生産に及ぼす影響を評価し、持続可能な生物生産に必要な栄養塩類濃度

を明らかにします。 

・栄養塩類の不足による深刻な色落ち被害により、危機的な状況にある黒ノリ養殖におい

て、色落ちノリの色調を向上させる対策に取り組み、黒ノリの高品質化や高付加価値化

を推進します。 

２－８ 藻類養殖 

（黒ノリ、青ノリ等） 
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・黒ノリ養殖では、高水温化の影響によって漁期が短縮しているため、生長が早く短期間

で収獲できる品種を作出・普及します。 

・魚類やカモ類による食害が深刻化している漁場において、食害被害の軽減に必要な調査・

技術開発や漁業者等による食害防除の活動支援に取り組みます。 

・高水温化によって天然採苗が不安定化している青ノリ養殖において、遺伝情報を活用し

た天然採苗の効率化の技術開発と普及に取り組みます。 

・伊勢湾において、漁船漁業の漁獲量減少の補てんと黒ノリの空き漁場の有効利用のため、

ワカメ等の新たな藻類養殖の適地探索と普及に取り組みます。 

・生産コストの削減のため、共同加工に必要な冷凍保管・加工の技術開発を実施します。

また、板ノリ加工に適さない色落ちした黒ノリや、冷凍保存した青ノリ等を活用した加

工施設の整備を推進します。 

・新たなブランド養殖水産物として評価の高いアサクサノリの養殖生産体制や販売体制の

構築に向けた漁業者の取組を支援します。 

・養殖環境を人為的に制御できることから高水温化等に対して有効な陸上養殖について、

地域の意向をふまえたうえで推進します。 

 

 

令和４年の本県の真珠養殖生産量は 2,197 キロ（全国第３位）、産出額は 29 億円（同３

位）であり、真珠養殖は県南部沿岸地域の基幹産業となっています。 

しかし、本県沿岸では気候変動や黒潮の大蛇行による高水温化等、海洋環境の変化が急

速に進んだことから、令和元年から３年にかけてアコヤガイの大量へい死が見られました。

令和４年以降は、適正な養殖管理によりへい死率が低く抑えられているものの、生産量は

回復に至っていません。真珠養殖業の競争力の強化のためには、海洋環境情報の迅速な提

供による適切な養殖管理の推進、高水温化に対応した養殖技術や品種の開発・普及等、海

洋環境の変化への適応を総合的に進め、へい死や生育不良を軽減し、生産量の回復・安定

化を図る必要があります。 

また、本県の真珠養殖業の経営規模は大半が零細であり、大規模生産県と比べてコスト

面での競争力が不利な状況にあります。加えて、近年、種苗購入費等の高騰により、養殖

経営は厳しさを増していることから、海洋環境の変化への適応を進めるとともに、生産コ

ストの削減にも取り組む必要があります。一方で、本県は真珠養殖の発祥の地であり、県

産真珠は、「三重ブランド」に認定されるなど、本県や日本を代表する水産物となっていま

す。コロナ禍後は、海外需要の回復や円安等により、需要拡大の好機を迎えているため、

県内外で開催されるイベントを通じて、県産真珠の魅力発信に取り組むことが必要です。 

２－９ 真珠養殖 

（アコヤガイ） 
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県は、平成 30 年に「三重県真珠振興計画」を策定（令和４年度改定）するとともに、「み

えの真珠振興宣言」として、真珠の生産、加工・流通に携わる事業者、市町、県が一丸と

なって振興計画に基づく取組を進め、日本をリードする国際競争力のある真珠産地を目指

すことを宣言しました。真珠養殖業の競争力の強化のためには、計画を着実に実施してい

く必要があります。 

 

（展開方向） 

・養殖業者等と連携し、養殖漁場において定期的にプランクトンの発生状況等を調査し、

「アコヤ養殖環境情報」や「赤潮情報」等に取りまとめ、ホームページやＳＮＳ等を通

じて迅速に情報提供します。 

・アコヤガイのへい死対策として、生残率の高い稚貝の開発と普及に取り組みます。 

・優良な真珠母貝と真珠細胞貝の安定生産に向けて、官民連携の「アコヤシードバンク」

によるアコヤガイの系統保存と選抜育種、英虞湾以外の漁場における真珠母貝生産の実

証試験を推進します。 

・真珠養殖漁場の環境の維持や改善に向けて、漁場の水質及び底質等の長期的な環境情報

の収集に努めます。また、漁場改善計画に基づく漁場の維持又は改善の取組を推進しま

す。 

・真珠生産地域への国内外からの誘客拡大に向けて、観光業界との連携等を促進します。 

 

 

令和４年の本県の貝類養殖生産量は 2,026 トン（全国第８位）、産出額は８億円（同９

位）であり、その大半を占めるカキ類養殖は、県南部沿岸地域の基幹産業となっています。 

しかし、本県沿岸では気候変動や黒潮の大蛇行による高水温化等、海洋環境の変化が急

速に進んでおり、カキ養殖においては、高水温化や餌不足等によるへい死や生育不良が深

刻化しています。カキ養殖業の競争力の強化には、海洋環境情報の迅速な提供による適切

な養殖管理の推進、高水温化に対応した養殖技術や品種の開発・普及等、海洋環境の変化

への適応を総合的に進め、へい死や生育不良を軽減し、生産量の回復・安定化を図る必要

があります。 

また、本県の貝類養殖業の経営規模は大半が零細であり、大規模生産県と比べてコスト

面での競争力が不利な状況にあります。加えて、近年、種苗購入費等の高騰により、養殖

経営は厳しさを増していることから、海洋環境の変化への適応を進めるとともに、生産コ

ストの削減にも取り組む必要があります。一方で、的矢湾で生産されるマガキが「三重ブ

ランド」に認定されるなど、ブランド養殖水産物の強みが発揮されていることから、収益

２－１０ 貝類養殖 

     （カキ類等） 
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性の向上のため、新たなブランド養殖水産物の開発や販路拡大に取り組むことも必要です。 

 

（展開方向） 

・養殖業者等と連携し、養殖漁場において、水温、プランクトン量、貝類のへい死状況等

を調査し、迅速に情報提供することによって適正な養殖管理を推進します。 

・毒化した二枚貝類の流通を未然に防止し、食の安全確保を図るため、県内海域において

貝毒検査を定期的に実施し、貝毒検査結果を関係機関へ通知するとともにホームページ

において公表します。 

・マガキのへい死対策として、養殖漁場の水質等を調査し、生育や生残に対する環境要因

の影響を明らかにします。また、三倍体種苗によるへい死対策の有効性を検討し、その

種苗生産技術の開発と実証に取り組みます。加えて、マガキ養殖の適地探索と新しい適

地での養殖方法の確立・普及に取り組みます。 
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３ 地域別（水域別）の施策の展開方向 

 

伊勢湾地域では、船びき網漁業や底びき網漁業などにより、イワシ類、マアナゴ、カレ

イ類、ヨシエビ、シャコ、アサリなどが漁獲され、冬季には藻類養殖業（黒ノリ、青ノリ）

が基幹漁業となっています。これらの漁業を安定的に継続していくためには、「水産資源の

維持及び増大と競争力のある養殖業の構築」、「多様な担い手の確保及び育成と経営力の強

化」、「災害に強く生産性が高い水産基盤の整備と活力ある漁村の構築」に向けた取組を着

実に実施することが必要です。 

 

（展開方向） 

・科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価に基づき、資源評価結果や効果的な資源管理

手法を漁業者に提供し、漁業者が策定する資源管理協定の適切な履行を支援することで、

効果的な資源管理を促進します。 

・資源量が激減したアサリについて、資源量把握のための調査を実施するとともに、操業

時間、漁獲量・漁獲サイズの規制等による資源管理や、効果的な稚貝放流、食害生物の

駆除等、漁業者による資源回復に向けた取組を支援します。 

・伊勢湾の重要な二枚貝類であるアサリ、ハマグリの資源量回復に向け、種苗生産や中間

育成の技術開発に取り組みます。 

・伊勢湾の重要水産資源であるクルマエビやガザミの資源増大に向け、種苗生産及び放流

に取り組みます。 

・イカナゴの資源回復に向け、環境ＤＮＡや捕食生物の胃内容物の調査によりイカナゴの

資源状況の把握に努めるとともに、種苗生産技術の確立に取り組みます。 

・密漁監視に必要な機器の導入等、水産資源の保護に係る漁業者の取組を支援します。 

・「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向けて、流域下水処理場で実施する栄養塩類管理運

転が水質や生物生産に及ぼす影響を評価し、持続可能な生物生産に必要な栄養塩類濃度

を明らかにします。 

・栄養塩類の不足による色落ち被害が頻発する黒ノリ養殖において、色落ちノリの色調を

向上させる対策に取り組み、黒ノリの高品質化や高付加価値化を推進します。 

・黒ノリ養殖では、高水温化の影響によって漁期が短縮しているため、生長が早く短期間

で収獲できる品種を作出・普及します。 

・伊勢湾沿岸域において栄養塩類調査と自動観測ブイによる水質調査を行い、黒ノリの色

落ちの可能性を予測し、ＳＮＳを活用して養殖業者に海洋環境情報を迅速に提供すると

ともに、収獲のタイミングを促す「色落ちアラート」を発信します。 

３－１ 伊勢湾地域（木曽岬町～伊勢市） 
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・魚類やカモ類による食害が深刻化している藻類養殖において、食害被害の軽減に必要な

調査・技術開発や漁業者等による食害防除の活動支援に取り組みます。 

・伊勢湾において、漁船漁業の漁獲量減少の補てんと黒ノリの空き漁場の有効利用のため、

ワカメ等の新たな藻類養殖の適地探索と普及に取り組みます。 

・新たなブランド養殖水産物として評価の高いアサクサノリの養殖生産体制や販売体制の

構築に向けた漁業者の取組を支援します。 

・藻類養殖の経営安定を図るため、アサクサノリやスジアオノリ等の導入や、委託加工の

導入による海上作業と陸上作業の分業化を支援します。 

・藻類養殖の生産コスト削減のため、共同加工に必要な冷凍保管・加工の技術開発に取り

組みます。 

・漁業の生産性向上を図るため、作業の省力化や効率化に必要な漁労機器の導入等を進め

ます。 

・漁協の経営基盤強化に向け、漁協が所有する不要施設の処分を支援するとともに、市場

統合等による流通の効率化や高度化を図るため、集荷出荷機能の集約・充実等、拠点市

場の整備を進めます。 

・漁獲量が増加しているバカガイやバイなどを対象に６次産業化による加工を行い、地域

特産物として開発を行う取組等を支援します。 

・多様化する消費者ニーズに対応しつつ、積極的に県産水産物の提供や情報発信を継続す

る必要があるため、消費者に直接提供できる直販施設等の整備の検討を支援します。 

・安定した漁業経営や就労環境の改善に向け、未利用資源や大量の漁獲物等の有効活用を

可能とする水産加工施設等の整備の検討を支援します。 

・アサリ資源の回復に向け、母貝の成育に適した干潟や浅場の造成に取り組むとともに、

造成効果を把握するための調査を行います。 

・アサリの着底や定着を阻害する波浪の影響を低減するため、粒径が大きい砕石を用いる

など、海域の特性に応じた適切な工法を採用し、干潟や浅場の造成を進めます。 

・伊勢湾では、大型化する台風や豪雨等に伴う流木等の流入が増加していることから、堆

積物の除去や漂流・漂着流木及びごみ対策を実施し、海域・漁場環境の改善を図ります。 

・採貝漁業で発生する貝殻処理等の課題とともに、大規模津波等の発生時には、漁港内に

放置された廃漁船等が陸域に流されることが想定されることから、二次被害防止のため、

漁業系廃棄物処理等の対策を実施します。 

・漁村の活力向上のため、漁協等による遊漁者が利用できる海洋レクリエーション施設の

整備をはじめとした「海業」の取組を促進します。 

・漁業者や漁協等が、イベント・直販、移動販売、漁業体験学習等を実施することにより、

県民の水産業への理解・協力を深める取組を支援します。 
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・令和７年に本県で開催される「第 44 回全国豊かな海づくり大会」や大阪府で開催される

大阪・関西万博を契機とし、県産水産物の魅力をＰＲします。 

 

 

鳥羽・志摩地域では、一本釣漁業や刺し網漁業、はえ縄漁業、海女漁業、カキ等の貝類

養殖、真珠養殖など多種多様な漁業が営まれています。これらの漁業を安定的に継続して

いくためには、「水産資源の維持及び増大と競争力のある養殖業の構築」、「多様な担い手の

確保及び育成と経営力の強化」、「災害に強く生産性が高い水産基盤の整備と活力ある漁村

の構築」に向けた取組を着実に実施することが必要です。 

 

（展開方向） 

・科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価に基づき、資源評価結果や効果的な資源管理

手法を漁業者に提供し、漁業者が策定する資源管理協定の適切な履行を支援することで、

効果的な資源管理を促進します。 

・マダイ、トラフグ、アワビ等の種苗生産と種苗放流による栽培漁業を進めるとともに、

密漁監視に必要な機器の導入等、資源保護に係る漁業者の取組を支援します。 

・漁獲量が減少している磯根資源の回復に向け、サザエの種苗生産技術の開発に取り組む

とともに、種苗放流したアワビの回収率の向上につながる最適な放流手法の検討やコン

クリート漁場の効果の把握と普及に努めます。 

・栄養塩類の不足による色落ち被害が頻発する黒ノリ養殖において、色落ちノリの色調を

向上させる対策に取り組み、黒ノリの高品質化や高付加価値化を推進します。 

・「きれいで豊かな伊勢湾」の実現に向けて、流域下水処理場で実施する栄養塩類管理運

転が水質や生物生産に及ぼす影響を評価し、持続可能な生物生産に必要な栄養塩類濃度

を明らかにします。 

・黒ノリ養殖では、高水温化の影響によって漁期が短縮しているため、生長が早く短期間

で収獲できる品種を作出・普及します。 

・伊勢湾沿岸域において栄養塩類調査と自動観測ブイによる水質調査を行い、黒ノリの色

落ちの可能性を予測し、ＳＮＳを活用して養殖業者に海洋環境情報を迅速に提供すると

ともに、収獲のタイミングを促す「色落ちアラート」を発信します。 

・魚類やカモ類による食害が深刻化している藻類養殖において、食害被害の軽減に必要な

調査・技術開発、及び漁業者等による食害防除の活動支援に取り組みます。 

・高水温化によって天然採苗が不安定化している青ノリ養殖において、遺伝情報を活用し

た天然採苗の効率化の技術開発と普及に取り組みます。 

３－２ 鳥羽・志摩地域（鳥羽市～志摩市） 
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・真珠養殖では、養殖業者等と連携し、定期的に漁場のプランクトンの発生状況等を調査

し、「アコヤ養殖環境情報」や「赤潮情報」等に取りまとめ、ホームページやＳＮＳ等を

通じて迅速に情報提供します。 

・アコヤガイのへい死対策として、生残率の高い稚貝の開発とその普及に取り組みます。 

・優良な真珠母貝と真珠細胞貝の安定生産に向けて、官民連携の「アコヤシードバンク」

によるアコヤガイの系統保存と選抜育種、英虞湾以外の漁場における真珠母貝生産の実

証試験を推進します。 

・カキ養殖について、へい死の軽減や生産物の高品質のため、地場採苗やシングルシード

等の利用による養殖技術の開発・普及に取り組むとともに、漁場における適正飼育密度

の検討や、餌となる植物プランクトンの豊富な漁場の探索と利用を推進します。 

・貝毒による食中毒被害を防止するため、定期的に貝毒プランクトンのモニタリングと貝

毒検査を実施します。 

・担い手の確保・育成を図るため、漁業体験の開催など漁師塾の運営の支援や地域漁業の

協業化・法人化の促進、市町と連携した新規就業希望者の住居の斡旋や整備等により、

新規漁業就業者の受入体制の整備を図ります。 

・県の平均よりも若い漁業者が多い、答志島や菅島等の離島における水産業の担い手の確

保及び育成を支援します。 

・漁業の生産性向上を図るため、作業の省力化や効率化に必要な漁労機器の導入等を進め

ます。 

・カキ・黒ノリ養殖等での人手不足や担い手不足の解消と障がい者等の就労機会の拡大を

図るため、水福連携の取組を推進します。 

・漁業者の減少に伴い漁協の収入確保の重要性が高まっていることから、漁協自営漁業や

直販活動を支援します。 

・「安乗ふぐ」や「答志島トロさわら」をはじめとする、漁業者による漁獲物のブランド

化や６次産業化に向けた取組を支援します。 

・漁業と観光の連携（漁観連携）の展開、「魚々味」や「鳥羽マルシェ」などの農水産物直

売所等商業施設の活用、地域イベントや朝市等への漁業者グループ等の出展などによる

地元水産物の消費拡大を促進します。 

・「海女もん」商品の品質向上や資源管理に関する研修会の開催など、海女振興協議会の

活動を支援します。 

・県産真珠の国内需要や輸出拡大のため、真珠業界関係者と連携し、サスティナブル、エ

シカルといった県産真珠のブランドイメージの構築、海外の真珠バイヤーやインバウン

ド向けの真珠体験ツアーの受け入れなど、真珠の魅力を伝える情報発信を推進します。 

・カキ主要生産県と連携した首都圏等でのＰＲイベントの実施等、三重県の養殖カキの安

全性のＰＲや消費拡大を図ります。輸出については、シンガポール向け活カキの知名度
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や信頼性を活かし、近隣国などアジア経済圏への展開等に取り組みます。 

・拠点漁港を中心として、防波堤や岸壁などの漁港施設や堤防などの海岸保全施設につい

て、地震や津波・高潮等への対策とともに、老朽化の状況などをふまえ、適切で効率的

な長寿命化対策を進めます。 

・拠点漁港と周辺漁港を組み合わせた漁港機能の再編や集約化を進めるため、集出荷機能

の集約や強化、高度衛生管理型の産地市場の形成、漁港ストックの有効活用などについ

て取組を進めます。 

・効果的な藻場の造成に取り組むとともに、藻場や漁場の環境保全に取り組む漁業者等の

活動を支援します。また、藻場の食害低減を図るため、アイゴやブダイ等の食害生物の

利活用や加工施設等整備を支援します。 

・国や関係機関と連携し、漁業系廃棄物の適正な処分の促進や漁港海岸における海洋ごみ

の回収・処理と発生抑制対策を進めます。 

・漁村の活力向上のため、漁協等による遊漁者が利用できる海洋レクリエーション施設の

整備をはじめとした「海業」の取組を促進します。 

・離島地区における海底耕耘や漁場監視等の漁業環境の改善に向けた取組や、都市と漁村

の交流等の漁業の再生に関する実践的な取組を促進します。 

・水産高校と連携した地元水産業の魅力を紹介する講座の開催や漁業体験の実施、漁業者

と水産高校が連携した商品開発等を促進します。 

・ブルーカーボンクレジットの取組において、研究機関や民間企業等と連携し、ＡＩ・Ｉ

ＣＴやドローン等を活用した、天然藻場や養殖藻類の二酸化炭素吸収量測定等の技術支

援を行います。 

・イベント等において海女による資源管理の取組をＰＲし、海女漁業が持続可能な漁業で

あることを周知することで、漁業や「海女もん」商品の魅力向上を図ります。 

・令和７年に本県で開催される「第 44 回全国豊かな海づくり大会」や大阪府で開催される

大阪・関西万博を契機とし、また、日本農業遺産や日本遺産の認定による知名度を活か

して、海女漁業の漁獲物や真珠等、地元水産物の魅力発信と需要拡大を図ります。 

 

 

熊野灘地域では、沿岸や沖合域において、一本釣漁業やひき縄漁業、定置漁業、まき網

漁業、刺し網漁業が、静穏な湾内ではマダイ、ブリ、マハタ等の魚類養殖、カキやヒオウ

ギガイ等の貝類養殖、真珠養殖、青ノリ養殖等が営まれています。これらの漁業を安定的

に継続していくためには、「水産資源の維持及び増大と競争力のある養殖業の構築」、「多様

な担い手の確保及び育成と経営力の強化」、「災害に強く生産性が高い水産基盤の整備と活

３－３ 熊野灘地域（南伊勢町～紀宝町） 
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力ある漁村の構築」に向けた取組を着実に実施することが必要です。 

 

（展開方向） 

・科学的根拠をふまえた精度の高い資源評価に基づき、資源評価結果や効果的な資源管理

手法を漁業者に提供し、漁業者が策定する資源管理協定の適切な履行を支援することで、

効果的な資源管理を促進します。 

・カサゴ、マダイ、アワビ等の種苗生産と種苗放流による栽培漁業を進めるとともに、密

漁監視に必要な機器の導入等、資源保護に係る漁業者の取組を支援します。 

・完全自動型給餌システムや疾病を早期に発見するシステムの開発など、ＡＩ・ＩＣＴ等

を活用した養殖生産管理の標準化を図るとともに、複数の経営体が連携し、需要に応じ

て計画的に出荷できる生産体制の構築を進めます。 

・魚類養殖業の経営安定化のため、魚価が高いマハタや地域の特産海藻であるヒロメとの

複合養殖を推進します。 

・「伊勢まだい」や「伊勢ぶり」、機能性脂質の含有量を向上させた「伊勢黒潮まだい」等

のブランド養殖水産物の生産を促進します。 

・真珠養殖では、養殖業者等と連携し、定期的に漁場のプランクトンの発生状況等を調査

し、「アコヤ養殖環境情報」や「赤潮情報」等に取りまとめ、ホームページやＳＮＳ等を

通じて迅速に情報提供します。 

・アコヤガイのへい死対策として、生残率の高い稚貝の開発とその普及に取り組みます。 

・優良な真珠母貝と真珠細胞貝の安定生産に向けて、官民連携の「アコヤシードバンク」

によるアコヤガイの系統保存と選抜育種、英虞湾以外の漁場における真珠母貝生産の実

証試験を推進します。 

・貝毒による食中毒被害を防止するため、定期的に貝毒プランクトンのモニタリングと貝

毒検査を実施します。 

・高水温化によって天然採苗が不安定化している青ノリ養殖において、遺伝情報を活用し

た天然採苗の効率化の技術開発と普及に取り組みます。 

・熊野灘地域で取組が拡大しているヒロメ養殖やヒジキ場の再生、尾鷲湾でのカキ養殖等

の本格的な事業化に向けて、各地区の取組段階に応じて支援を行います。 

・熊野灘地域の基幹産業である定置漁業や大規模漁船漁業、養殖業を中心に、従業員の確

保が困難となっていることから、担い手の確保・育成を図るため、漁業体験の開催など

漁師塾の運営の支援や地域漁業の協業化・法人化の促進、市町と連携した新規就業希望

者の住居の斡旋や整備等により、新規漁業就業者の受入体制の整備を図ります。 

・特定地域づくり事業協同組合による通年雇用の創出による移住・定住、漁業の担い手確

保、漁村地域の経済の活性化のための取組を支援します。 
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・漁業の生産性向上を図るため、作業の省力化や効率化に必要な漁労機器の導入等を進め

ます。 

・定置漁業について、各経営体のニーズ・課題と新技術のマッチングの支援などを通じて

ＡＩ・ＩＣＴ等の活用を促進するとともに、操業の効率化や鮮度向上等の先進的な取組

について横展開を促進します。 

・熊野灘地域では、６次産業化に取り組む大規模経営体や大手資本の参入、地域外の女性

による事業承継などの事例もみられることから、多様な事業者の水産業及び漁村への参

入を通じて、地域の活性化につなげていけるよう、地域との調整など課題の解決を支援

します。 

・定置漁業やまき網漁業等の漁獲物や低・未利用魚を加工した商品開発を促進します。 

・他地域に比べてイセエビの魚価が低いことから、品質管理や販売方法など魚価向上のた

めの取組を支援します。 

・県産水産物の消費拡大を図るため、ふるさと納税返礼品への活用や地域イベントへの積

極的な参画、「錦ぶりまつり」や「おわせ魚まつり」、「早田ブリまつり」等の漁協等が主

催するイベントの開催、関係団体との協働による加工体験や郷土料理の提供などの魚食

普及のための新たな仕組み作り、水産物を提供する飲食店や居酒屋チェーン店等との連

携による販路拡大を支援します。 

・熊野灘地域の定置網で漁獲されるブリの知名度アップと消費喚起のための「みえ春ぶり

宣言」等のＰＲ活動を支援します。 

・漁協経営の合理化等には、市場統合等による流通の効率化や高度化を図ることが重要で

あるため、水産物の集荷出荷機能を集約して必要な施設の充実等の対策を実施し、奈屋

浦地区において拠点市場の整備を進めます。 

・大量に漁獲された水産物等を有効活用し、漁業経営の安定や就労環境の改善を図ること

が重要であるため、未利用資源や大量の漁獲物の一時保存を可能とする水産加工施設等

の整備の検討を支援します。 

・多様化する消費者ニーズに対応しつつ、積極的に県産水産物の提供や情報発信を継続す

ることが重要であることから、消費者に直接提供できる直販施設等の整備の検討を支援

します。 

・大規模津波等の発生時には、漁港内等に放置された廃漁船などが陸域に流され、二次災

害を及ぼすことが想定されることから、漁業系廃棄物処理等の対策を実施し、津波等に

よる二次被害の防止を図ります。 

・効果的な藻場の造成に取り組むとともに、堆積物除去、食害生物（ウニ、植食性魚類な

ど）の駆除・防除及び食材としての有効活用等、漁業者による藻場の保全活動を支援し

ます。 

・イセエビ資源の増大を図るため、小型個体の再放流等、地域の実情に合わせた合理的な
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資源管理手法の導入とともに、増殖礁（つきいそ）の整備を促進します。 

・カツオ、マグロ、シイラなど回遊魚の漁獲を目的とした浮魚礁の整備を進めるとともに、

適正管理と利用秩序の維持に努めます。 

・漁村の活力向上のため、漁協等による遊漁者が利用できる海洋レクリエーション施設の

整備をはじめとした「海業」の取組を促進します。 

・令和７年に本県で開催される「第 44 回全国豊かな海づくり大会」や大阪府で開催され

る大阪・関西万博を契機とし、地元水産物の魅力をＰＲするとともに、学校給食への地

元水産物の活用を促進します。 

 

 

内水面地域では、14 河川において漁業権（第５種共同漁業権）が設定され、内水面漁協

の管理のもと、組合員、遊漁者が、友釣り、刺し網等により、アユ、アマゴ（アメゴ）等

を採捕しています。また、木曽三川河口域（海域を除く）では、シジミ類が漁獲されてい

ます。 

内水面地域の活性化を図っていくためには、内水面における水産資源の保全及び活用を

図るとともに、内水面の生態系保全や河川環境の維持、自然の大切さを学べる交流の場を

提供するなど多面的機能の発揮を促進させていく必要があります。 

 また、カワウや外来魚による食害対策や釣り大会等の集客イベントの開催など、内水面

漁協が行う遊漁者確保に向けた取組を支援する必要があります。 

 

（展開方向） 

・内水面における水産資源の保全及び活用に資するため、ドローン等による新しい駆除技

術に関する情報提供等により、漁協が実施するカワウや外来魚による食害防止対策や稚

アユ放流等の漁業権対象魚種の増殖のための取組を支援します。 

・アユ冷水病やコイヘルペスウイルス病等の蔓延防止に資するため、罹病した魚の移動の

制限等の措置を実施します。 

・アユの生息に悪影響を及ぼす諸要因とその実態を把握し、アユ資源を維持・増大させる

ための方策を検討します。 

・若者や女性など多様な遊漁者の確保につながるよう、天然資源を守りつつ、新たな漁法

の導入など様々な遊漁者ニーズに応える魅力的な川づくりについて検討を進めます。 

・シジミ類の資源動向を把握するために地元漁業者等が行う漁場調査等に協力するととも

に、資源評価に基づいた持続的な資源活用を推進します。 

・ウナギ資源の適正な管理に資するため、産卵のために河川から海へ下る「下りウナギ」

３－４ 内水面地域 
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の再放流など産卵親ウナギの保護を推進するとともに、違法採捕の罰則強化などによる

漁業管理強化やトレーサビリティ導入による違法流通の根絶など、シラスウナギの漁獲・

流通の透明化を図ります。 

・地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、 河川が本来有している生物の生息・生

育・繁殖環境及び多様な河川景観の保全・創出を推進します。 

・漁場環境・生態系の維持・回復に資するため、ヨシ帯の保全や河川の清掃活動など、漁

協等が行う取組を促進します。 

  



73 

 

第５ 計画の推進体制 

１ 推進体制 

・ 計画に掲げる施策を着実に推進し、その目標を実現していけるよう、取組の主体であ

る水産業者等をはじめ、県、県民が、それぞれの責務と役割のもと、互いに連携・協

力し、一体となって取組を進めます。 

・ 地域の現状や漁業種類ごとの課題に応じて、水産業及び漁村の振興が図られるよう、

地域水産業再生委員会や海女振興協議会、三重県海水養魚協議会、三重県黒のり養殖

研究会、三重県真珠振興協議会など水産業者等が組織する団体と連携し、課題の共有

や指導・助言を行うなど、水産業者等が主体となった取組を促進します。 

・ 水産業及び漁村を取り巻く情勢の変化に的確に対応していけるよう、庁内各部局との

横断的な連携を図るとともに、大学等の高等教育機関や民間事業者等と連携して施策

を展開していきます。 

 

２ 進捗管理 

・ 計画の実効性を確保するため、水産業及び漁村の振興に関する施策について、条例に

基づいて作成する実施状況の報告により、三重県水産業・漁村振興懇話会で有識者の

意見を聴くとともに、議会に毎年度報告し、県民の皆さんに公表します。 

・ 毎年度、施策の評価を実施し、その結果をふまえて見直しや改善を行います。 




